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２０１９年３月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

３月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１８日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、前回の審議会での答申を受け「２０１９年度四国地方向け地域放送番組編

集計画」を決定したこと、およびこれに基づいて策定した「２０１９年度四国地方向け

地域放送番組編成計画」について説明があった。続いて、事前に視聴してもらった四国

らしんばんスペシャル「南海トラフ巨大地震から命を守る～平成の“記憶”を新時代へ

～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、４月の番組編成、放

送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

菊地 秀明 （愛媛たいき農業協同組合 代表理事組合長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

長井 基裕 （愛媛新聞社執行役員編集局長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 講師） 

 

 

（主な発言） 

 

＜四国らしんばんスペシャル 

「南海トラフ巨大地震から命を守る～平成の“記憶”を新時代へ～」 

（総合 ３月８日(金)放送）について＞ 

 

○ 南海トラフ巨大地震から命を守るためにはどうすればよいのかという問いを軸に、

平成に起きた大災害の教訓から、課題と対策を検討していた。「平成」を切り口とし

て、阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震という３つの大災害を取り上げる手法

に目新しさを感じた。分かりやすい構成で、紹介された取り組みもそれぞれ興味深く、

取材力の高さがうかがえた。スタジオセットやゲストの選定も適切だったと思う。た
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だ、総じて広く浅い内容になっていた。それぞれのテーマをしっかり掘り下げて伝え

ないと、視聴者に誤解を与えてしまう可能性があると感じた。全体として、紹介され

た内容は興味深かったものの話題を詰め込みすぎており、消化不良だった。番組終盤

の谷地健吾アナウンサーの発言でようやく番組のねらいや意図を理解できた。防災を

自分事として捉えてもらうことを目的にするのであれば、もっと身近な話題を深掘り

して伝えるほうがよい。今後も多様な切り口で防災について取り上げ続けてほしい。 

 

○ 巨大地震から命を守るための取り組みを、地震、津波、避難といった視点から検

証していた。従来の対策からさらに一歩踏み込んだ取り組みが数多く紹介されていた。

地震の揺れによる建物倒壊を防ぐ必要があるが、四国各県とも国が目標としている耐

震化率には達していないことがよく分かった。耐震化が進まない理由として高齢化が

挙げられていたが、防災と町づくりの観点からも行政の本気の取り組みに期待したい

と思う。高知県黒潮町の取り組みでは、中学生が高齢者の避難に一役買っており、若

者が防災に力を発揮していることが伝わってきた。２０メートルを超える津波が予想

される徳島県美波町では、子どもたちが想定外を想定した避難訓練を行っていたが、

貴重な経験になると思う。これからの防災は、想像力や考える力が重要であることを

実感させられる番組だった。防災意識を高めるためには、今回のように新しい取り組

みを定期的に紹介することが効果的だと感じている。今後の番組にも期待したい。 

 

○ 巨大地震への備えについて、住宅の耐震性、津波からの避難、避難生活の支援と

いう３つの切り口を用いながらうまくまとめていた。地域の取り組みが何例か紹介さ

れていたが、コミュニティーでの地道な活動や若い世代の取り組みは、今後に期待が

持てる内容だった。改元が迫っていることもあり、平成の災害を忘れないようにした

いという意図は理解できる。ただ、「平成」という元号を当時の官房長官が発表した

映像から番組が始まったのは、番組の趣旨と異なっているため違和感があった。タイ

トルについてだが、新時代につなぐべきものは記憶ではなく記録だと思う。住宅の耐

震性の話題について、阪神淡路大震災で妻を亡くした男性の紹介から黒潮町の取り組

みにつなげていたが、流れが悪かった。客観的なデータや被害軽減の具体例を紹介し

たほうがよかったと思う。東日本大震災について、津波の映像が流れる際はその旨を

ことわるテロップが表示されるが、揺れのシーンでは表示されない。何か基準などが

あるのだろうか。ＳＮＳの紹介は情報を得る新たな手段として重要なことだが、避難

生活は情報だけでは立ちゆかないため、避難したあとに生じる課題などについても扱

ってほしい。 

 

○ 平成の災害の課題として、住宅の耐震性、津波からの避難、避難生活の支援とい

う３つを挙げ、それぞれの対策を示していたのは分かりやすい構成だった。加えて、
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北海道胆振東部地震で起こったブラックアウトの課題や対策も示してほしかった。阪

神淡路大震災で妻を亡くした男性は、危機意識のなさがこの結果につながったという

つらい心中を明かしていた。視聴者の胸に響いたと思うが、耐震化の必要性がもっと

伝わる工夫がほしかった。黒潮町の取り組み紹介も、やや情報が不足していたと思う。

四国各県の耐震化率を図で示していたが、根拠となるデータの年度が統一されておら

ず違和感があった。津波からの避難では、何よりも東日本大震災の経験談や教訓を紹

介してほしかった。また、避難においては想定外をイメージするという指摘があった

が、かなり難しいことだと感じた。情報収集の手段としてＳＮＳを生かす勉強会が紹

介されていたが、やや消化不良な内容だった。冒頭で「平成」という元号を発表する

映像が流れたが、番組のテーマについて視聴者に誤解を与えうるため不要だったと思

う。 

 

○ 平成に起きた大地震から課題やテーマを示したうえで、南海トラフ巨大地震に備

えるための四国の取り組みを検証していた。全体としていい番組だったと思う。住宅

の耐震化について、高知県の意識が高いことが分かった。司会のアナウンサーもコメ

ントしていたが、四国は中央構造線が横断しているため、高知以外の各県も対策を進

める必要がある。この話題についても詳しく扱ってほしい。中学生たちが高齢者世帯

を訪問し、交流しながら防災意識を高める活動は有効な取り組みで、いい紹介だった。

避難においては想定外のリスクをどこまであぶり出せるかが重要で、個々の意識を改

革する必要があるという指摘はすべての地域に当てはまると感じた。高知市がＡＩも

使いながらＳＮＳの情報を分析する研究を進めているとのことだが、いい取り組みで

共感した。四国各地でこういった動きが広がることを期待したい。「平時にしていな

いことは、いざというときに絶対にできない」というゲストのことばが胸に響いた。 

 

（ＮＨＫ側）      

南海トラフ巨大地震を中心に、防災に関するさまざま課題に対し

てどういった対応や対策が行われているのかをしっかり取材し、丁

寧に伝えることを心がけた。四国に住む人たちがこの問題に当事者

意識を持つきっかけになればと考え、さまざまな事例を幅広く紹介

した。津波の映像を放送する際のことわりテロップについてだが、

東日本大震災の直後に津波の映像が頻繁に放送されたところ、被災

者を中心に当時を思い出してしまうという声が多く寄せられた。そ

のため、それぞれの番組責任者の判断に基づいて注意喚起を行って

いる。一方で、災害の悲惨さや特性を伝えるうえでこういった映像

はとても重要であるため、必要に応じて適切に使用できればと考え

ている。耐震化率のデータの年度が異なっているという指摘につい
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て、基本的には国土交通省の調査が定則になる。直近の調査は平成

２５年だったが、高知県は独自の試算を平成３０年に行っており、

その数字を紹介した。ゲストの防災士の森かおりさんについて、ど

んな方であるのか説明が不足していたと思っている。防災が専門の

高知大学岡村眞客員教授に加え、別の視点を持ったゲストを呼ぶこ

とで、さまざまな視点から防災を捉えたいと考えた。防災について

は多角的かつ継続的に取り上げることが重要だと考えており、今後

も真剣に取り組んでいきたい。 

 

○ ３月１１日直前の放送はタイムリーで、視聴意欲をかきたてられた。必要な情報

がシンプルに伝わってくる番組だったと思う。「平成の記憶」と「新時代」という２

つのことばを組み合わせたタイトルは新鮮さがあった。冒頭の映像も意外性がありよ

かった。番組の趣旨を簡潔に伝えるナレーションもよかったと思う。防災に対して正

攻法でアプローチをしていたことを評価したい。ゲストの人選も的確だった。災害弱

者である高齢者や子どもたちの命をどう守るのかという問題意識が明確で、論理的で

分かりやすい構成だった。新しい情報も数多く盛り込まれており、工夫が感じられた。

高齢者の意識を改革するために孫世代の力を使う取り組みなどは、とてもいい紹介だ

ったと思う。ゲストの指摘も説得力があり、共感した。司会の谷地アナウンサーが、

中央構造線断層帯地震の脅威についてサラッと触れていた。こちらも重大なテーマで

あるため、すぐにでも番組で取り上げる必要があると思う。 

 

○ 平成に起こったさまざまな災害を検証し、南海トラフ巨大地震に備えることを啓

発する番組だった。南海トラフ巨大地震というと津波対策ばかりに目が向きがちだが、

大きな揺れも懸念されるため、その視点が盛り込まれていたのがすばらしい。阪神淡

路大震災の被災者が生の声で経験や後悔を語っており、訴えてくるものがあった。耐

震化の重要性を自分事として感じることができた。中学生たちが高齢者とふれあいな

がら粘り強く意識改革を促す様子は興味深く、いい紹介だった。孫世代が呼びかける

のはいいアイデアだと感じた。災害への備えは、一足飛びで理想型を求めるのではな

く、地道に進めることが重要という指摘はそのとおりで共感した。避難する際の人の

動きを可視化し、検証する映像が効果的だった。災害に備える各地域の取り組みが数

多く紹介されていて勉強になったが、子どもたちや高齢者の事例だけではなく、現役

世代についても取り上げてほしい。 

 

○ 平成の大災害の教訓から、住宅耐震化、津波避難、避難生活の重要性について指

摘していた。四国の先進的な取り組みを紹介しながら、課題について分かりやすく解

説していた点を評価したい。一方、紹介していた取り組みの中で気になるものが２つ
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あった。美波町での小学生を対象にした想定外訓練については、その有効性と危険性

をしっかり検証したうえで紹介すべきだった。また、ＳＮＳを活用することが重要だ

という紹介についてだが、南海トラフ巨大地震が発生した際は電力途絶や通信網遮断

といった状態になる可能性が極めて高い。そういったことも補足して紹介する必要が

あったと思う。全体を通して大事なポイントをうまくまとめていたとは思うが、総花

的だった。自主防災会など、関心のある人たちには参考になる情報だったと思うが、

一般の視聴者が自分事として具体的な防災減災行動を起こすほどの内容とは思えな

かった。次回は、「これだけはという必須の備え」をテーマにした自助力向上につな

がる番組を期待したい。 

 

○ 防災を扱った番組はマンネリ化しており、そろそろ方向転換が必要だと感じてい

る。その要因は、どの番組も専門家を起用していることだと考えている。被災者の生

の声が紹介されていたが、そのことばからは思いやメッセージがしっかり伝わってき

た。こういった紹介こそとても大切ですばらしい。一方で、ゲストの専門家のことば

は心に響かなかった。津波の際はとにかく自分の命だけを守りぬくことこそ重要であ

るため、小学生に対する想定外訓練は疑問を感じざるを得なかった。防災に関する番

組はとても大切だが、思いを持った現場の生の声を主役にするような番組づくりを期

待している。 

 

○ 冒頭に津波の映像があったことから、自分の命は自分で守るという強い危機意識

を持ちながら番組を視聴した。南海トラフ巨大地震への備えについて、新しい知識を

得ることができた。ゲストの２人はそれぞれの立場や経験からコメントをしており、

説得力があった。数々の問題提起がされていてよかったが、自治体の防災指針につい

ても取り上げてほしかった。例えば、住宅耐震化費用の負担軽減について、どのよう

な方策が検討されているのかを示してほしかった。被災者の生の声が紹介されていた

が、被災から２０年以上たった今も自分を責め続ける気持ちが痛いほど伝わってきた。

津波が想定される地域の防災活動が紹介されていたが、専門家とともに有効な訓練を

しており参考になった。迅速や想定外というキーワードは納得感があった。タブレッ

ト端末を使った避難訓練は、子どもたちの防災意識を高めるうえでいいアイデアだと

感じた。ＳＮＳは今後さらに重要なツールになると思うので、こういった取り組みが

全国に広がることを期待したい。 

 

（ＮＨＫ側）      

タブレットを使った美波町での避難訓練についてだが、すべての

取り組みの前提になっているのは、自分の命は自分で守ることと、

何よりも迅速に高台に避難すること。これらは子どもたちにも十分
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に共有されており、実際には応用編という位置づけで行われている

訓練だ。そういった説明が足りておらず、疑問を抱かせてしまった

とすれば本意ではないため反省したい。ＳＮＳについて、熊本地震

の際にはおびただしい量の情報が行き交った。特に、発災直後はＳ

ＮＳの情報を有効なものとすることは難しいと考えられているため、

一定期間が経過したあとでその情報をどう活用するかが課題とのこ

とだ。高知や徳島を中心に、津波が押し寄せたあと浸水が続くと想

定される地域は、拡散した避難者の把握などに利用できるという指

摘もある。番組における専門家の位置づけについてだが、最先端の

知識や技術の情報を引き出しながら視聴者に分かりやすく伝えたい

と考えている。本当の意味で視聴者に届くことを目指して努力して

いるが、至らぬ点もあったと思う。指摘の点を踏まえながら、引き

続き積極的に番組を制作していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ １月１９日(土)に放送されたさし旅「温泉マニアと巡る温泉地満喫ツアー」(総合 後

8:15～8:43)を視聴した。出演者に興味を持ったことがきっかけだったが、とてもお

もしろい番組だった。指原莉乃さんのキャラクターをうまく使いながら興味深いテー

マに切り込んでおり、いい着想の番組だと感じた。構成はあまり凝っておらず、とも

すると陳腐になってしまう部分は出演者がうまくフォローしていると感じた。特定の

分野にこだわりが強いマニアの人たちのおもしろさを存分に引き出した良質なバラ

エティーだと思う。インターネット上でも賛否両論あるが、評価が割れるのは優れた

番組の証だと考えている。 

 

○ ２月１７日(日)のうまいッ！「甘～い！のあとの酸味 土佐文旦～高知県・宿毛市

～」を視聴した。文旦は、一般的に認知はされているものの、全国的にポピュラーと

は言えない果物だと思う。そんな文旦をまさに旬の時期に全国放送で取り上げたこと

は、地域産業の振興においても価値があるためいい紹介だった。単に文旦を紹介する

だけではなく、ユニークな皮のむき方なども知ることができて楽しめた。文旦を多面

的に扱った、すばらしい番組だった。 

 

○ ２月１７日(日)のＮＨＫスペシャル平成史スクープドキュメント第５回「“ノーベル

賞会社員”～科学技術立国の苦闘～」を視聴した。自然科学系の分野は日本人の受賞

者がアメリカに次いで多いが、その中でも大学の研究者ではない田中耕一さんは異色
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の経歴で、受賞後は数々の苦悩を抱えていたことがよく分かった。日本の技術は民間

企業を含めて高いものの、研究者たちのコメントからは、技術向上においては研究環

境の整備が極めて重要であることが伝わってきた。今後の日本の科学技術について深

く考えさせられる番組だった。 

 

○ ２月１７日(日)のニッポン印象派「水鏡／長野 御射鹿池」を視聴した。このシリ

ーズは日本各地の絶景を美しい映像で捉えたすばらしい番組。今回は、鏡で写したよ

うな景色が見られる御射鹿池について掘り下げて伝えていた。この池が実は人工池で、

農業に役立てるため作られたことなど、驚かされるとともに感心させられた。鏡のよ

うな池になる理由も順序立てて紹介されており、疑問点が解消されるような作りにな

っていた。絶景を描くだけではなく、ストーリー性がある番組でとてもよかった。 

 

○ ３月１日(金)のさぬきドキっ！「とことん女子旅ＳＰ」を視聴した。小豆島のオリ

ーブ三昧の旅と、綾川町の芸術を堪能する旅が紹介されていた。「とことん女子旅Ｓ

Ｐ」というタイトルから、かなり期待して視聴した。番組視聴への誘導としては効果

的だったと思う。一方、タイトルが強すぎたために番組は期待外れだったと感じた。

女子旅という表現すら疑問に感じてしまった。オリーブオイルやアートなどの紹介は、

女子旅に限定されるような内容とは思えなかった。いわゆる「ＳＮＳ映え」を要素に

取り入れるなど工夫は見られたが、扱う内容をもっと熟慮してほしかった。 

 

○ ３月３日(日)に再放送された日曜美術館「生き物のいのちを描く～知られざる絵師 

小原古邨～」を視聴した。美術を扱った番組はふだんあまり見ないが、とても興味深

い内容で引き込まれた。古邨の作品を高画質で細部まで捉えていたため、そのすばら

しさがしっかり伝わってきた。江戸時代の高度な版画技法が分かりやすく伝わる工夫

もあり、いい番組だった。 

 

○ ３月９日(土)のブラタモリ「＃１２８ 阿波踊り」を視聴した。徳島県を最後に訪

れたこともあって印象的な番組で、ＳＮＳでの評価も高かったと感じている。 

 

○ ドラマは、報道などと異なってエンターテインメント性の高い番組。今期、連続テ

レビ小説はよく見られているものの大河ドラマはあまり見られていないとのこと。娯

楽性の高い番組は視聴率が重要な要素になるため、対策が必要だと感じている。ぜひ

頑張ってほしい。 

 

○ 番組の出演者が犯罪や不祥事などを起こしてしまった場合について、放送の取り止

めやネット配信の停止などに何か基準は設けているのか。インターネット上では「作
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品に罪はない」といったことが叫ばれている。出演者が多数いる番組はそのリスクも

高いはずで、視聴者からどういった問い合わせがあるのかも含めて気になっている。 

 

○ 出演者の不祥事によって番組などの作品に影響が出るケースが相次いでいる。放送

番組の差し替えはもちろん、有料で配信する動画サービスについても影響を受けてい

る。ただ、こういった事象が起こる可能性はそれなりに高いため、ある程度のパター

ンを想定した基準があってもいいと思う。番組制作においては放送ガイドラインがあ

るが、どういった対応や議論が行われているのか知りたい。 

 

（ＮＨＫ側）      

出演者に不祥事があった場合は全国放送の番組であっても四国の

窓口にメールや電話でご意見をいただくことがある。具体的には、

出演者の不祥事があっても番組を続けてほしいといった意見などが

寄せられた。 

 

（ＮＨＫ側）   

番組の出演者が不祥事を起こした場合、その放送や配信について

どう対応するかは事例ごとに状況を鑑みながら個別に判断している。 

 

○ 過去の良質な番組は公共財としての価値があると思う。制限をかけすぎることは社

会的損失にもつながってしまうと感じている。 

 

○ ３月１０日(日)のＮＨＫスペシャル東日本大震災「終（つい）の住みかと言うけれ

ど…～取り残される被災者～」(総合 後 9:00～9:55)を視聴した。大越健介キャスタ

ーが数々の問題提起をしており、興味深かった。住宅の修繕問題は、全壊か半壊で判

断する国の制度のもろさを見事に突いていたと思う。東日本大震災から８年が経過し

たが、１０年たつと支援が打ち切られていく現状がある。かさ上げをして土地を整備

してもその場所に住む人がいないなど、適切とは思えない投資がされている一方で、

大切な支援は打ち切られていく。こういった問題に切り込むような番組も制作してほ

しい。 

 

○ ３月１０日(日)に放送された「第７４回びわ湖毎日マラソン」(Ｅテレ 後 0:15～

3:05)について、選手がこれまでと同じペースで走った場合のゴール予測タイムを伝え

ていた。ただ、なかなかそのとおりのタイムならないため、走る速度が遅くなること

も見込んだ予測タイムも示してほしい。 

 



9 

○ ３月１６日(土)に再放送されたサイエンスＺＥＲＯ「巨大地震予測の新たなカギ 

スロースリップ」を視聴した。専門家の解説やグラフィックを用いながら、スロース

リップの仕組みをとても分かりやすく紹介していた。南海トラフでこの現象が発生し

ていることを解明し、巨大地震発生が確実に近づいている状況を冷静に報じていたと

思う。危機意識の向上につながる構成だった思う。東京大学の小原一成地震研究所所

長が防災減災対策ついて問われた際、「家具の固定です」と言っていたのが胸に響いた。

最新の研究状況についてもよく分かり、興味深い番組だった。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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２０１９年２月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

２月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１８日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず「２０１９年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」に

ついて報告があった。引き続き、「２０１９年度四国地方向け地域放送番組編集計画

（案）」の諮問にあたって説明があり、審議の結果、番組審議会として原案を可とする

旨、答申することを決定した。続いて、事前に視聴してもらった四国４局の金曜夜７時

３０分の県域番組について活発に意見の交換を行った。  

最後に、３月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ

説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

菊地 秀明 （愛媛たいき農業協同組合 代表理事組合長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 講師） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０１９年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」について＞ 

 

○ 多様化が進んだ現代において、視聴者の好みは細分化している。全世代に向けた

番組にどこまでの価値があるのかは分からないが、時代に合わせて番組制作がどう変

わってきたのかを知りたい。東京オリンピック・パラリンピックについて、どうして

もメダルや視聴率に関心が向いてしまうと思うが、スポーツそのものの意味やあり方

といった視点も大事にしてほしい。地域の取材力強化の意味でも、地域放送局への人



2 

材の投入および地域放送の増加をお願いしたい。Ｅテレの番組など、視聴率は低いも

のの良質な番組は数多い。視聴率以外の尺度でも、番組や制作者をしっかり評価して

ほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

視聴者の好みが細分化した中で視聴者の期待に応えるという意味

において、例えば総合テレビであれば時間帯ごとにターゲットの世

代を絞るなど、編成を工夫している。また、紅白歌合戦や連続テレ

ビ小説など、幅広い世代が関心を持つ番組も引き続き力を入れてい

きたい。人々をつなぐ共通の関心を生み出すことと、個々の関心に

応えるバランスは難しいが、各放送波を使いながら、よい放送が届

けられるよう考え続けていきたい。東京オリンピック・パラリンピ

ックについて、共生社会の実現に向けたよい機会だと考えているた

め、そういった視点も重視しながら伝え方を考えたい。地域放送の

強化という意味で、地域番組の全国発信や、地域のイベントと連動

した番組などをさらに強化していきたい。番組は、視聴率だけでは

なく満足度の高さなど、さまざまな指標で評価をしている。 

 

○ 視聴率や社会的意味など、どういったことを重視して番組を制作しているのだろ

うか。また、番組の評価指標についても聞きたい。東京オリンピック・パラリンピッ

クについて、復興五輪という観点が風化してきたと感じており、危惧している。 

 

（ＮＨＫ側）      

番組の評価指標について、視聴率も１つの指標だが、それだけで

評価をすることはない。これまでもＮＨＫでは番組の質的評価を行

ってきたが、今後は公共放送ならではの評価指標を開発しようと考

えている。復興五輪という視点は重要な指摘で、さまざまな過去の

災害も含め、ＮＨＫとしてしっかり取り上げていきたい。 

 

○ さまざまな社会問題について、現場の声をしっかり伝えていってほしい。また、

示された方針のとおり不偏不党の番組制作をお願いしたい。海外サッカーについて、

日本人選手が増えてきたベルギーリーグも放送してほしい。 

 

＜「２０１９年度四国地方向け地域放送番組編集計画（案）」について＞ 

 

○ 南海トラフ巨大地震について、各自治体は臨時情報の対応に困惑していると感じ
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ている。このことも含め、四国の将来像について目指す方向性や方針を示していって

ほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

臨時情報をめぐるさまざまな動きを、引き続きしっかり伝えてい

く。南海トラフ巨大地震が発生した場合、四国が孤立するおそれが

あるため、四国の放送局だけでもしっかり放送が出せるよう準備し

ている。また、臨時情報が出た際は発災前に四国外から応援に入っ

てもらうことも含め、態勢を整えることにしている。 

 

○ 止められない人口減少の中、四国ならではの輝きを見いだすような提言を積極的

に発信してほしい。 

 

○ 南海トラフ巨大地震は高知を中心に特に関心が高い。防災減災のコンテンツを充

実させるとのことだが、ホームページ上の情報について、キーワード検索ができるよ

うにしてほしい。また、有用な情報がホームページに掲載されていることをニュース

番組などで伝えてほしい。すばらしいコンテンツがさらに活用されるような工夫をお

願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側）      

ホームページに掲載している防災コンテンツやその活用について、

指摘の点をしっかり受け止めたうえで検討したい。 

 

（ＮＨＫ側）      

松山局のホームページでは防災減災情報について項目ごとに分類

し、見やすいように工夫している。さらに充実させていく。 

 

○ 番組のタイトルについて、省略されたキャッチーなものが目立つが、やや飽きて

きたと感じる。タイトルは番組の看板のため、もう少し工夫してほしい。 

 

○ 命を守るという視点で、ダムの放流情報などはとても重要なため、住民たちが危

機感を持つようしっかり伝えてほしい。また、西日本豪雨からの復興について継続し

て伝えてほしい。人口減少問題については、人口を増やす取り組みなどを取り上げて

ほしい。 

 

○ 諮問された「２０１９年度四国地方向け地域放送番組編集計画（案）」については、



4 

委員から出された意見の趣旨が具体的な番組編成のうえで生かされることを前提に、

番組審議会として原案を可とする答申をしたい。 

 

○ 異議なし。 

 

（ＮＨＫ側）      

答申を受け、このあと具体的な地域放送番組編成計画について決

定し、３月の審議会で編成計画についてご説明したい。 

 

＜とさ金「どう見直す 教員の長時間労働」（高知） 

（総合 ２月１日(金)放送）について＞ 

 

○ 高知県の小中学校の教員について、過酷な勤務実態が明らかにされていた。高知

県の教員や保護者にとって、生徒の学力向上は大きな課題。それに関連した教員の長

時間労働問題は関心が高いため、テーマ選択はよかったと思う。教育現場の働き方改

革の難しさもしっかり伝わってきた。２人の中学校教師に密着取材しており、ある程

度のリアリティーは伝わってきた。しかし、２人とも男性かつ熱血タイプの教師で、

取材対象が偏っていたと思う。ゲストの内田良名古屋大学准教授の解説は体系的で分

かりやすかった。部活動も長時間労働の原因の１つで、ここに働き方改革のメスを入

れるのは難しいという解説があったが、これが事実ならばデータを示し、しっかり裏

付けるべきだったと思う。問題提起はしているものの、課題解決の方向性は見えてこ

ない番組だった。せめて解決に向けた示唆がほしかった。この問題は重要なテーマの

ため、改めて番組で取り上げてほしい。 

 

○ 全国的に問題となっている教員の長時間労働に関する番組。高知の教員たちの過

酷な勤務実態が明らかにされていた。意欲的な番組で、評価したい。ただ、根本的な

問題解決の糸口は見えてこなかった。忙しい中でも生徒たちにしっかり向き合いたい

という教員たちのジレンマが伝わってきた。教員たちが置かれている状況を分かりや

すく伝えていたと思う。ゲストの解説は分かりやすく、問題の難しさと原因を浮き彫

りにしていた。ただ、部活動に関わる時間の削減が難しいことについて、その背景の

解説は根拠が不十分だと感じ、疑問が残った。このような状況が続くと教員を目指す

学生が減少し、学校教育の将来が危ぶまれるため、すぐにでも対策が必要だと思う。

一方で、時代に合わせて教員に求められることも増えており、課題は山積している。

この番組は国や社会に問題提起をしており、興味深く視聴した。引き続きこのテーマ

を取り上げてほしい。 
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（ＮＨＫ側）      

過労自殺が社会問題となったことをきっかけに、若手のディレク

ターが教員の長時間労働について取材し、番組を制作した。指摘の

ように、この番組は問題提起で終わっているため、引き続き取材を

続けたい。教員の時間外労働について、高知県は具体的な数値を示

したが、全国的には珍しく、実態が把握されていない県がほとんど

だ。そうした中で国は去年、タイムカードを導入するなど実態把握

に向けてようやく動き出した。そのため今回の番組では課題を浮き

彫りにすることをねらいとした。部活動について、「現場からやりた

いという声があがっている」という専門家の指摘があった。その理

由は、部活動が教員の評価につながったり、生徒の進学に有利に働

いたりするという調査結果があるため。こういったことも含め、教

員の働き方をどう改善してゆくのかについて、引き続き番組で伝え

ていきたい。 

 

＜あわとく「ソラのものがたり～助けあいが育む人の輪～」（徳島） 

（総合 ２月１日(金)放送）について＞ 

 

○ 典型的な過疎集落である久藪集落に住む人々の営みを映像化していた。限界集落

が多い徳島県の中でも、久藪集落があるつるぎ町は、いくつかの集落が消滅するなど

厳しい状況に置かれている。数少ない住民たちが助け合いながら懸命に生活し、集落

を存続させている様子がよく伝わってきた。焦点が当たりづらい過疎集落の実態を、

住民の生活を通して分かりやすく前向きに伝えていた。ドローンで撮影した映像の美

しさも、番組の印象を明るくしていたと思う。人口減少が進む中、同様の悩みに直面

している過疎集落の人たちに、集落存続のヒントを示唆していた点を評価したい。た

だ、厳しい状況に置かれていた久藪集落が、どのようにして地域活性化の好事例とし

て表彰されるまでになったのかについて、もっと踏み込んで伝えてほしかった。また、

急傾斜地農法の話題なども触れてほしかった。来年度の「あわとく」について、人口

減少や南海トラフ巨大地震など地域の存続に関わるテーマについては、シリーズでし

っかり掘り下げてほしい。 

 

○ 限界集落である久藪集落に住む人々に焦点を当てた番組。ドローンで撮影したす

ばらしい映像から、集落の成り立ちがよく理解できた。長期にわたってこの地域に密

着しており、力作だったと思う。ただ、説明が分かりにくい部分も散見された。住民

の高齢化率などを、もう少し丁寧に紹介してほしかった。同じ登場人物を繰り返し紹

介した手法も、かえって視聴者を混乱させたと思う。また、季節が前後していたこと
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にも違和感を覚えた。番組タイトルと内容について、やや差があるようにも感じた。

細かな指摘を続けたが、久藪集落の住民たちの姿が美しく伝わってくる、すばらしい

番組だった。高齢化をネガティブに捉えるのではなく、高齢者が輝いて生きることが

できる地域をポジティブに捉えており、示唆に富む番組だった。 

 

（ＮＨＫ側）      

平日夜に放送しているニュース情報番組「とく６徳島」で撮りた

めた企画をまとめ、番組化した。この地域は急傾斜地農法が世界農

業遺産に認定されるなど、注目を集めている。「ソラ」と呼ばれる地

域はいくつかあるが、住民の人柄や相互扶助の精神が根づいた久藪

集落に魅力を感じ、追加取材も行って番組でお届けした。指摘のあ

った限界集落の生き残り方といった視点も含め、引き続きこの地域

を取り上げていきたい。 

 

＜さぬきドキっ！「すごい人たち。」（高松）（総合 ２月１日(金)放送）について＞ 

 

○ 卓越した技術を持つ口笛の世界チャンピオンとフィギュア造形作家を紹介した番

組。全体を通して、力の抜け具合と真面目さのバランスがとれたとてもいい番組だっ

たと評価している。２人の登場人物の圧倒的な実力をドキュメンタリー形式で紹介し

つつ、個性的な一面もしっかり描いていた。それぞれの個性をうまく伝えるのは難し

かったと思うが、真面目かつ大げさなナレーションを加えるなどの工夫がすばらしか

った。ゲストの四星球は、ウイットに富んだ適切なコメントをすることで視聴者との

橋渡し役となっており、感心した。２人の人物のすごさと個性を分かりやすく伝える

ことに成功していたと思う。とても質の高いバラエティ番組で、すべての構成要素に

むだがなく、バランスのとれたすばらしい番組だった。ゲストのやや奇抜な服装につ

いて、視聴者がどう受け止めたのかは少し気になった。 

 

○ 「すごい人たち。」というタイトルだったが、紹介されたのは２人だけで意外に感

じた。ただ、その２人がとても個性的で、気楽に見られる楽しい番組になっていた。

口笛世界チャンピオンのパートは、本人のキャラクターや表情などをコミカルなタッ

チで描いていた。ただ、一番の見せ場とも言えるオーケストラとの共演シーンでは、

口笛の演奏とゲストのコメントが重なっていて残念だった。フィギュア造形作家のパ

ートは、その高度な技術を巧みなカメラワークでうまく表現していたと思う。「自己

満足というと一般的には否定的に使われたりするが、実はとても大切だと思う」とい

う作家の言葉は重みがあり、印象に残った。２人の人物のすごさを生み出す秘密と、

日常の姿をうまく描き分けていたと思う。四星球はくだけた進行で番組を肩の凝らな
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いものにしており、とてもよかった。彼らの起用が若い世代の視聴につながったこと

を期待したい。ゲストの服装については、番組のトーンに合っていてよかったと思う

が、抵抗感がある人もいたと思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

登場人物たちのすごさをシンプルに分かりやすく伝えたいという

思いで「すごい人たち。」というタイトルをつけた。指摘の点を、し

っかり受け止めたい。ゲストの服装について、驚いたという意見も

あったが、真面目なコメントと服装のギャップがよいなど、好意的

な意見を多くいただいた。個性的な人たちを番組で取り上げるため、

ゲストにも個性的な服装で出演してもらった。若者からの反響につ

いては、ＳＮＳでの反応がかなりよかったため、四星球の起用が効

果的だったと考えている。 

 

（ＮＨＫ側）      

放送番組の品位を損なわないよう、節度を持って番組を制作して

いる。今回の番組が若い世代の視聴者に届いたなら嬉しい。 

 

＜ひめＤＯＮ！「知ってました！？愛媛のみかん大調査」（松山） 

（総合 ２月１日(金)放送）について＞ 

 

○ 「あさイチ」で紹介された内容をバージョンアップして伝えていた。タレントの

平野ノラさんのキャラクターも加わり、明るくテンポのよい番組になっていた。吉田

町にあるみかん研究所について、もう少し詳しく紹介してほしかった。200 種類もの

かんきつが研究されていることに驚かされた。新品種の愛媛４８号の紹介はタイムリ

ーでよかった。消費者に喜ばれるだけではなく、生産者にとってもメリットが大きい

という紹介が印象に残った。西日本豪雨からの復興においても、新品種の開発がその

一助になると感じた。貴重な愛媛４８号をアナウンサーが試食するシーンでは、皮を

むく際に果汁がこぼれてしまっており、カットして食すなど慎重に扱ってほしかった。

東大みかん愛好会の取り組みは興味深く、いい紹介だった。愛好会に愛媛県出身者が

いるのかを知りたかった。工夫をこらしたみかん料理の数々には驚かされた。さば入

りのみかんいなりはおいしそうで、レシピの紹介があったのもよかった。ただ、番組

の最後に唐突に真珠の話題が紹介されたのは違和感があった。みかんの話題で統一し

てほしかった。 

 

○ 「あさイチ」で放送した内容を再構成して伝えていた。みかん研究所での新品種
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開発の紹介はとても興味深かった。愛媛県で栽培されているかんきつは 200 種類以上

あるとのことで、その数の多さに驚かされた。案内役のみかん研究所の所長は気さく

かつ明るい人柄で、愛媛のかんきつの魅力を発信するのに最適な方だと感じた。特に、

新品種の愛媛４８号を、アイドルグループになぞらえて紹介する様子はユーモアに溢

れており、好感を持った。愛媛４８号は、かんきつのシーズンが終わる４月が旬との

ことで、農家にとっても期待の品種であることが伝わってきた。アナウンサーが愛媛

４８号を試食する場面があったが、皮をむくのに悪戦苦闘していた。ライブ感は伝わ

ってきたが、果汁がこぼれてしまっており残念だった。東大みかん愛好会の活動は、

応援したくなるいい紹介だった。一方で、真珠の話題を扱ったのは疑問だった。今後

も愛媛のかんきつについて、番組で取り上げてほしい。 

 

○ 「あさイチ」のリメイクで、やや手を抜いた番組だと感じた。また、こたつにみ

かんというセットも安直だった。今や、エアコンにテーブルで高級みかんをカットし

て食べる時代になったと感じている。みかん研究所の所長が新品種の愛媛４８号を紹

介し、平野さんが試食をしていたが、旬の時期より３か月も早かったため、少し気の

毒に思った。愛媛４８号の栽培場所が特定されないよう映像がぼかされていたが、こ

れはとても重要なこと。日本のブランドいちごが海外に流出して問題となっているが、

この場面はそういった話題についても触れてほしかった。首藤アナウンサーが愛媛４

８号の皮をむいて試食していた。品種の特性は詳しく知らないが、手に果汁が付くの

を嫌う人も多いため、カットして食べる方法を紹介したほうがよかった。東大みかん

愛好会の紹介はとてもおもしろく、会員数の多さにも驚かされた。みかんいなりの紹

介など、グルメ情報も楽しかった。真珠の話題を取り上げていたが、蛇足だったと思

う。みかん特集と銘打っていたため、みかんが健康促進に有用であることを、科学的

根拠とともに紹介してほしかった。 

 

○ 平野さんのアドリブ力に感心した。みかん研究所の所長との掛け合いもおもしろ

かった。適任のゲストで、全体を通して楽しい番組だった。新品種開発についての紹

介は説得力があった。愛媛４８号は４月が旬になるとのことで、農家の新たな収入源

として大いに期待できると感じた。東大みかん愛好会の紹介はユニークでおもしろか

ったが、「流しみかん」が本当に甘くなっているのか、試食してほしかった。また、

興居島のみかんが紹介されていたが、他県のみかんと比較してほしかった。愛媛県の

給食にみかんご飯があることを初めて知った。街頭インタビューでは不評だったが、

給食に出され続けた理由が知りたかった。みかんいなりはおいしそうで、愛媛県の名

物料理になってほしいと感じる一品だった。アットホームなスタジオセットと、アナ

ウンサーの息が合った進行もよかったと思う。 
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（ＮＨＫ側）      

１２月に放送した「あさイチ」を愛媛県向けにリメイクした番組

だった。愛媛県の視聴者にも楽しんでもらえるよう、情報を加えて

再構成した。愛媛４８号の収穫時期や、東大みかん愛好会の紹介に

ついて、新しい情報を追加した。みかんいなりのレシピについて、

「あさイチ」の視聴者から問い合わせがあったため、今回紹介した。

真珠の話題を取り上げたことについてだが、「あさイチ」で放送した

際に好評を得たこともあり、短く盛り込んだ。みかんとあまり関係

ないという指摘をしっかり受け止め、今後の番組制作に生かしたい。

愛媛４８号の試食について、むきやすさが魅力だという品種の特性

もあり、手でむいたうえで試食することにした。ただ、一つだけ提

供いただいた貴重な愛媛４８号をうまくむくことができず、視聴者

を落胆させてしまったことは反省点だ。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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２０１９年１月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、２１日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１１人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった四国らしんばん「よみがえれ“みかんの谷”

～豪雨から半年の記録～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、

１月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、

会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

菊地 秀明 （愛媛たいき農業協同組合 代表理事組合長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

長井 基裕 （愛媛新聞社執行役員編集局長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 講師） 

 

 

（主な発言） 

 

＜四国らしんばん「よみがえれ“みかんの谷”～豪雨から半年の記録～」 

（総合 １月１１日(金)放送）について＞ 

 

○ ７月の西日本豪雨で愛媛県は大きな被害を受けた。愛媛みかん発祥の地として知

られ、被害も大きかった宇和島市吉田町奥白井谷地区に密着していた。みかん農家を

中心とする住民たちの戸惑いや、未来に向けて歩みだす姿をしっかり描いていたと思

う。首藤奈知子アナウンサーのナレーションや、現地でのインタビュー姿に好感を持

った。五代目のみかん農家である宮本一成さんの紹介が特に印象に残った。少しでも

品質のよいみかんを栽培しようとする姿がよく映し出されており、農家としてのプラ
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イドや責任など、生き方がしっかり伝わってきてよかった。一方、若手農家の谷本修

平さんの紹介は、心の動きの掘り下げがやや不十分に感じた。一時はこの地域を離れ

ようと決めたものの、住み慣れた場所に残ることを決めた宮本好さんの心境の変化に

ついても、もう少し深く描いてほしかった。とてもいい内容だったが、もっとテーマ

を絞って深堀りするとよりよい番組になったと思う。 

 

○ 土砂災害から数日後の様子が撮影されており、それ以降もこの地区に密着してい

た。同じ地域を繰り返し撮影していたことで、住民たちが変わっていく様子が時系列

で分かりやすく伝わってきた。この半年間で住民たちはそれぞれ大きな決断をしてい

る。その決断に至るまでの気持ちの変化に迫り、しっかり伝えていたことは意義深い。

丁寧な取材が感じられ、感心した。一方で、番組タイトルの「よみがえれ」というこ

とばには違和感を持った。住民たちが置かれた状況や、心の動きを鑑みても、よみが

えることを正解として扱うのは難しいと感じた。それぞれが苦渋の決断をしているた

め、このことばがどういう意図で使われ、誰に向けたものなのか疑問に感じた。地元

住民の意向というよりも、周囲の期待のように見えてしまい、半年の記録をつづった

番組のタイトルとしてふさわしいとは思えなかった。最後に扱っていた農地の基盤整

備の話題も、住民たちの意見が簡単にまとまるような問題ではないだろう。住民たち

が揺れ動く姿そのものに焦点を絞った番組も期待している。 

 

○ みかん畑が土砂崩れによって根こそぎ流されていく様子に心が痛んだ。日常生活

が奪われてしまった中、みかん農家や住民たちの気持ちがこの半年間でどのように変

化していったのか、丁寧に取材されていた。災害から数日後の「もう地獄ですよ」と

いう住民のことばからは、当時の絶望的な状況がひしひしと伝わってきた。地形的な

理由もあり、なかなか復旧が進まないことに対する住民たちのもどかしさもよく伝わ

ってきた。住民たちに寄り添う首藤アナウンサーの姿やまなざしが印象的だった。厳

しい状況の中でもできる事をやるしかないと、前向きに奮闘する一成さんの姿が印象

に残った。先代から受け継いだ教えを継承することが、心の支えになっていると感じ

た。１１月、しば犬のみなみがこの地区に戻り、住民たちの笑顔があふれた場面は温

かな気持ちになった。人と人とのつながりや共助が、いかに大切かを考えさせられる

番組だった。 

 

○ 豪雨災害の直後から現在まで、この地区のみかん農家を取材していた。時系列で

編集されていたため、被災直後から半年後までの農家の方々の気持ちの変化がよく伝

わってきた。災害直後の現地は泥や流木に消防車が埋まるなど、その激しさが生々し

く伝わってきた。災害から１０日経過してもこの地区にはボランティアすら入ってお

らず、支援から取り残される様子に心が痛んだ。あまりの被害の大きさに、住民の方
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々はぼう然自失となっていた。避難所の高齢者たちが、先の見えない避難生活への不

安を訴えていた。「いつまで避難所にいないといけないのか」ということばは、避難

生活を強いられた人たちの共通の思いであるように感じた。復興が進まない中で、県

による農地の基盤整備計画が持ち上がり、農家たちは極めて難しい選択を迫られてい

た。生活がままならない中で重大な選択を迫られることはかなりのストレスを伴うと

感じ、心が痛んだ。復興は今後もつづくため、引き続きこの地区を取材し、発信し続

けてほしい。 

 

○ 豪雨被害を受けた小さな集落の日々を記録した番組。集落の所在地はどこかと疑

問に思いながら見ていると、番組開始後しばらく経過したあとでようやく地図で紹介

された。取材地については、番組の冒頭で分かりやすく示してほしい。取材日の紹介

では、具体的な日付がテロップで示されているシーンもあれば示されていないシーン

もあったため、見ていて混乱した。表示を統一してほしい。ぱっと見では気づかない

ような、きめ細やかな演出も見受けられたので、分かりやすさも意識してほしい。集

落の住民たちが復興に向け取り組む姿が短い放送時間の中でよくまとめられていた

と思うが、やや駆け足な感があった。好さんは１人で暮らしているが、この集落の中

では決して独りぼっちではない姿が印象に残ったし、ホッとさせられた。豪雨から１

年の節目などで、またこういった番組を制作してほしい。 

 

○ やや駆け足だったものの、豪雨から半年の経過を分かりやすく編集し、うまくま

とめていた。この地区の人口やみかんの栽培面積などは示されていたが、みかんの収

穫量や地区面積は紹介されなかった。こういった数字の紹介があると、この地域の特

徴をより理解しやすかったと思う。災害の実態を伝えるうえでは、映像の力がかなり

大きいと感じた。泥流に流され積み上がった木々や倒壊した家屋の映像から、豪雨被

害の悲惨さがひしひしと伝わってきた。なかなか復旧が進まず、厳しい実情を訴える

男性の涙に胸を打たれた。みかんの生産を諦めかけていた谷本さんが、周囲の支えの

中で前向きになっていく様子がよく伝わってきた。基盤整備については課題もあるた

め、今後も注視する必要がある。災害をきっかけにこの地区を離れた人がいたのか気

になった。猛暑の中での復旧作業になったと思うが、その厳しさに触れていなかった

のも気になった。豪雨被害が大きかった地域はほかにもあったが、なぜこの地区を取

材対象としたのか知りたい。 

 

（ＮＨＫ側）      

２５分番組の中に、半年間撮影してきた内容をなるべく多く入れ

込もうとしたため、やや詰め込みすぎてしまった感は否めない。た

だ、取材してきたことをしっかり伝えたいという思いで、こういっ
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た構成にした。この地区を取材対象としたのは、別の番組でこの地

域に密着していた中で豪雨災害が起こり、悲惨な状況にあることを

知ったことがきっかけだ。「よみがえる」ということばを使用した理

由については、番組でも触れたように、この集落自体が消滅してし

まうという危機感を住民たちが抱いていたため。せめてみかん栽培

だけでもできるようになってほしいという、地元の方々を含む皆の

思いをこのことばに込めた。この地域について、今後も取材を継続

していきたいと思っている。日付の示し方について、極力細かく伝

えたいと考えていたが、なるべく内容が伝わりやすくなるよう工夫

した結果、あえて統一させなかった。もう少し数値の情報がほしか

ったという指摘について、受け止めたい。限られた放送時間の中で

入れ込むことが難しかったというのが実情だ。 

 

（ＮＨＫ側）      

この地域について、今後も継続して取材を進めていきたいと思っ

ている。「よみがえれ」ということばの使用についてだが、指摘の点

をしっかり受け止めたい。地域の人たちの思いをしっかりくみ取る

ことを大切にしながら、番組を制作していきたい。 

 

○ 被災直後から半年後まで、復旧の様子がしっかり伝わってきた。住民たちの表情

が、時の経過とともに変化していく様子もうまく伝えていたと思う。しば犬のみなみ

のエピソードからは、地域のつながりの深さがうかがい知れ、復興の原動力になって

いると感じた。愛媛みかん発祥の地としての誇りや伝統も、その力になっていると感

じた。こういった地域の力こそ、好さんがこの地区に残ることを決め、谷本さんが前

を向くきっかけになったのだと思う。人と人とのつながりや、絆の大切さを改めて示

してくれる番組になっていたと思う。農地の再編復旧計画を住民たちが話し合うシー

ンは、希望が持てるような紹介になっていたものの、実際は不安も大きいはずで、今

後も取材を続けて伝えてほしい。また、再編復旧に伴う未収益期間の問題についても、

問題提起してほしい。もう少し、この地域の地形的特性を分かりやすく伝える工夫が

あるとよかったと思う。また、災害後の片付けには大変な苦労があったと思うが、そ

ういったことも紹介してほしかった。 

 

○ 急峻な斜面にみかん畑が広がっているこの地区を土石流が襲った。ドローンで撮

影した映像を使うことで、この場所が地形的に土石流のリスクが高い地域であること

をうまく可視化していたと思う。豪雨数日後から現在に至るまで、毎月現地を取材し

ていることに驚いた。被災直後は絶望感でいっぱいだった住民たちが、８月には復興



5 

に向けて前向きになり、秋にはみかん畑の再編復旧に活路を見いだし、１２月の収穫

をへて新年に復興を決意するという、流れのある構成になっていたと思う。地域のつ

ながりの深さと、住民たちの前向きな姿に頭が下がった。取材を重ねる中で、どのタ

イミングでこの地域を番組にしようと思ったのかを知りたい。この地域に残った希望

の断片を拾い上げて伝えたいという、制作者の思いにあふれた番組だった。しば犬の

みなみが、この地域の大きな希望の断片だということも説得力を持って伝わってきた。

テレビ報道の果たすべき役割は何かということを改めて考えたとき、災害現場に寄り

添いながら希望のかけらを探しだし、それをより大きな希望につなげるというこのよ

うな番組を大いに評価したい。 

 

○ 集落存続の危機に立たされた住民たちの当時の想いがうまく映し出されていた。

災害直後から何度も現地を取材しており、地域の復旧の様子や住民たちの心の変化が

よく伝わってきた。ドローンの映像がとても効果的だったと思う。災害時の映像から

は、大変な被害の状況がよく分かった。この集落の誇りともいえるみかん畑の約４割

が流されてしまうなど、その深刻さが伝わってきた。住民たちには愛媛みかん発祥の

地としてのプライドや責任があり、それが復興への支えになっていると感じた。ＮＨ

Ｋが密着取材すること自体にも、集落の人たちを前向きにさせる効果があると感じた。

基盤整備の紹介は、農家たちが苦渋の決断を迫られており、この問題の難しさが伝わ

ってきた。この地に残ることを決めた好さんの紹介では、集落の人と人とのつながり

の強さが、そういった決断をさせるのだろうと感じた。この集落が今後どう進むのか

を見守りたいと感じる番組で、続編を期待したい。公共放送だからこそできる支援の

あり方だと思う。 

 

○ 災害直後から約半年間、地域の住民に寄り添って取材をしていた。ハード面の復

興状況だけではなく、住民たちが前向きな気持ちになっていく様子がうまく引き出さ

れていたことを高く評価したい。災害というものは、被災直後の状況こそ頻繁に報道

されるものの、時の経過とともにその機会が減り、当事者でない人たちには忘れ去ら

れてしまう傾向がある。しかし、大規模災害の復興は長い年月を要するものであり、

被災地域の人たちの道のりは長く険しい。この番組は、改めて災害の厳しさを伝えて

いたことはもちろん、復興において重要なのは行政支援だけではなく、住民たちの地

域への誇りや共助の精神であることが示唆されていた点がすばらしい。四国の中山間

地域に暮らす住民たちの共通課題は、急速な人口減少による地域コミュニティーの衰

退と、土石流を代表とした自然災害だ。この地域の復興について、地域コミュニティ

ーの再生と災害からの復旧という両面から、ＮＨＫとしてフォローしてほしい。それ

こそが、住民たちのモチベーションを高め、同様の課題に直面している人たちに気付

きを与えるきっかけになると考えている。 
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○ 豪雨被害から半年、復興に向け元気を取り戻しつつあるこの地区の様子がしっか

り取材されていた。みかん農家たちの葛藤もよく捉えていたと思う。一成さんの「無

我夢中だった」ということばや、一成さんの母親の「みかんにもありがたい」という

ことばからは、収穫の喜びや感謝の気持ち、そしてこの半年間の重みが伝わってきた。

みかん発祥の地にふさわしい行動力で収穫を迎えた姿に感服した。う余曲折あったも

のの、この地区に残ることを決めた好さんからは、地域を大切にしている様子がよく

伝わってきた。周囲の助けを借りながら、徐々に前向きになっていく谷本さんの心境

の変化をうまく捉えていた。集落の存続自体が危ぶまれる中でも、愛媛みかん発祥の

地を守り続けるというみかん農家のプライドがひしひしと伝わってくる、すばらしい

ドキュメンタリーだった。大規模な基盤整備の課題について、もっとしっかり触れて

ほしかった。 

 

（ＮＨＫ側）      

限られた放送時間の中で、すべてを詳しく扱うことは難しかった。

猛暑の中での復旧の様子など、取材はしていたものの紹介できなか

ったシーンも多い。この地域の地形的特性を分かりやすく表現する

ことに難儀した。ドローンで撮影した映像などで工夫したものの、

やや伝えきれなかったと思う。指摘の点を参考にしたい。地域の人

たちに寄り添いたいという信念で継続的に取材をしてきた中で、災

害から半年というタイミングで番組になる機会に恵まれた。引き続

き、意見を参考にしながら取材を継続したいと思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

指摘のあった基盤整備の今後は、住民たちの気持ちも含めて変化

があるかもしれない。そういったことも意識しながら、引き続きこ

の地域を見つめていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ １２月１８日(火)の旬感☆ゴトーチ！「心もおなかも満腹！こんぴら参り～香川 

琴平町～」と、１２月１９日(水)の旬感☆ゴトーチ！「お殿様気分！栗林公園さんぽ

～香川 高松市～」を視聴した。金刀比羅宮と栗林公園はどちらも有名な観光名所で

あるため、どのように目新しさや意外性を演出するのか、期待して視聴した。金刀比

羅宮の紹介では、異なる３地点から中継をしており、工夫が感じられた。栗林公園の
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中継も、広範囲を移動しながらさまざまな場所を紹介していてよかった。金刀比羅宮

の中継では、珍しく変わったグルメの数々に驚かされた。また、有名なスポットの紹

介もあったため、地元および全国に発信する情報としてバランスが取れていた。栗林

公園の中継についても、説明が分かりにくいコーナーがあったものの、内容は申し分

なかったと思う。少し残念だったのは、２日間ともやや中継がぎこちなかったこと。

スタジオゲストのコメントと現場のコメントが重複して聞き取れない場面や、質問と

答えがかみ合っていない場面が散見された。その点を改善できると、よりよい番組に

なったと思う。 

 

○ １２月３０日(日)に再放送されたＢＳ１スペシャル「“悪魔の兵器”はこうして誕

生した～原爆 科学者たちの心の闇～」(ＢＳ１ 後 2:00～2:50、3:00～3:49)を視聴

した。資料を丹念にひもとき、関係者をしっかり取材することで原爆誕生の背景に迫

っており、見応えのある番組だった。エリート科学者たちが、原爆開発を提案したう

えで積極的に推進し、投下も主張したという実態に驚きを禁じ得なかった。科学の発

展において、道徳や倫理の視点が欠如すると絶望を生んでしまうということが示唆さ

れていた。多額の研究費の使用など、科学者たちは世間の批判をおそれて原爆を投下

したという。また、投下したあとのことを全く考えていなかった科学者もいたとい

う。見ていて、心におりがたまっていく感じがした。 

 

○ ここ最近の駅伝や大相撲の中継で、アナウンサーの言い間違いや、主観的で好まし

くないコメントが散見された。十分気をつけてほしい。 

 

○ １２月３１日(月)の「第６９回ＮＨＫ紅白歌合戦」を視聴した。徳島からの米津玄

師さんの中継がとてもよかった。学生を中心とした若い世代がテレビを見なくなって

きているが、今回の紅白はそういった世代も多く視聴していたと感じており、すばら

しかった。米津さんが歌唱していた美術館を訪れる人が増えたとも聞いており、ＮＨ

Ｋの番組が地方創生に貢献していると感じた。ＮＨＫホールだけで紅白を作り上げる

のではなく、地域ならではの空間を活用した仕掛けによって、新たな視聴者を呼び込

めることが示された紅白だったと思う。 

 

○ 「第６９回ＮＨＫ紅白歌合戦」を視聴した。米津さんの出演によって若い世代にも

関心が高い紅白になったと感じ、とてもよかった。米津さんが生で歌うと知り、わく

わくしながら視聴した。美術館での演出と米津さんの歌声は見事だった。また、サザ

ンオールスターズがＮＨＫホールで３５年ぶりに歌ったことも番組を大いに盛り上げ

ていたと思う。三山ひろしさんの、けん玉ギネス世界記録挑戦もおもしろかった。四

国出身の歌手やアーティストにフォーカスした番組を作ることも、地元の放送局とし
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て意義深いことだと考えている。 

 

○ 「第６９回ＮＨＫ紅白歌合戦」を視聴した。桑田佳祐さんと松任谷由実さんのコラ

ボレーションに元気をもらった。大災害が多かった平成という時代の最後の紅白。そ

れでも前向きに明るく年を越そうという演出や、出演者の姿勢を評価したい。どの出

演者もすばらしかった。四国出身の米津さんや三山さんの活躍がとてもよかった。司

会者の集中力が切れているようなシーンも散見されたため、カメラワークにもっと気

を配ってほしかった。ＢＳ４Ｋ・ＢＳ８Ｋでの放送もあり、とても楽しめる紅白だっ

た。 

 

○ １月１日(火)の舞楽「納曽利」(Ｅテレ 前 5:55～6:15)を視聴した。舞楽は日本の

伝統芸能の原点と言われており、1400 年以上の歴史がある。「納曽利」は、２匹の竜

が舞う双竜舞であり、雄と雌の龍が仲良く遊び戯れる様子を表現しているといわれて

いる。ゆったりと趣深く舞う様子は、華やかな衣装も相まってとても優雅な雰囲気だ

った。宮内庁式部職楽部の演奏もみやびで、正月にふさわしい番組だった。舞楽はふ

だんなかなか見ることができないため、もっと番組で取り上げてほしい。このほか、

年末年始はさまざまな番組を楽しませてもらった。 

 

○ １月１日(火)のＢＳ１スペシャル「“衝撃の書”が語る人類の未来～サピエンス全史

～」および「“衝撃の書”が語る人類の未来～ホモ・デウス～」(ＢＳ１ 後 9:00～9:50、

10:00～10:49)を視聴した。関心を持っていたものの読めていなかった「サピエンス全

史」と「ホモ・デウス」についてコンパクトに分かりやすく説明していたため、とて

もお得感がある番組だった。客観的な語りになっていた点もよかったと思う。これか

らの時代のあり方を考えるうえで、きっかけになるような番組だった。 

 

○ ＢＳ１スペシャル「“衝撃の書”が語る人類の未来～サピエンス全史～」および「“衝

撃の書”が語る人類の未来～ホモ・デウス～」を視聴した。ユヴァル・ノア・ハラリ

氏の著書を読んでみたいという気持ちにさせられた。興味深く、いい番組だった。 

 

○ １月３日(木)のＢＳ１スペシャル「欲望の資本主義２０１９～偽りの個人主義を越

えて～」を視聴した。とても刺激的で、共感できる番組だった。物事の本質をいかに

捉えるかということについて考えさせられた。ネオリベラリズムといえばミルトン・

フリードマンだが、このテーマにも大きく関わるため、もっと詳しく取り上げてほし

かった。また、この資本主義が日本の現状にどのような影響を及ぼしているのかにつ

いて、番組で扱ってほしい。 
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○ １月９日(水)の歴史秘話ヒストリア「東京オリンピックに懸けた男たち」を視聴し

た。1964 年の東京五輪招致の経緯や、それに尽力した人たちの努力が分かりやすく紹

介されていた。大河ドラマ「いだてん～東京オリムピック噺（ばなし）～」の主人公

でもある金栗四三についてよく分かり、この番組を見たことで「いだてん」をより見

たくなった。別の番組と連動するような企画はとてもいいし、2020 年の東京大会に向

けて楽しみが増す番組だった。 

 

○ １月１４日(月)のひとモノガタリ「ハカチョウの涙」(総合 後 6:05～6:34)を視聴

した。シリーズを通して興味深い内容が多い番組だと感じている。テーマの選定が時

流を捉えているうえ、タイトルの付け方もすばらしく、視聴意欲をかきたてられた。

無縁遺骨の引き取り先となる親族探しに奔走する公務員の日常を追っていた。取材相

手に寄り添うことで視聴者にメッセージを届けるというこの番組のような手法が、今

の時代には求められていると感じている。すばらしい内容の番組でも、そもそもチャ

ンネルを合わせてもらえなければ視聴者に届けることはできないが、タイトルのうま

さを含め、本シリーズは理想的な視聴循環を生んでいると感じた。 

 

○ １月１６日(水)の歴史秘話ヒストリア「ぼくはアニメの虫 手塚治虫がやりたかっ

たこと」を視聴した。手塚治虫さんは漫画家として有名だが、実はアニメーションを

作るための資金稼ぎを目的に漫画家になったという紹介があった。漫画がアニメーシ

ョンを制作するための手段であったことに、とても驚かされた。手塚さんは長編テレ

ビアニメのパイオニア的存在だが、そこでの手塚さんの工夫が、アニメ制作に必要な

セル画の枚数を大幅に減らしたとのこと、とても感心した。手塚さんの工夫がなけれ

ば、今日の日本アニメの発展はなかったという紹介が印象に残った。手塚さんの人間

性がよく分かる、とてもいい番組だった。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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２０１８年１２月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１８日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１１人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらったもっと四国 前園真聖 自転車へんろ旅「香川

編」、「お礼参り編」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、１月

の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会

議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

菊地 秀明 （愛媛たいき農業協同組合 代表理事組合長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

長井 基裕 （愛媛新聞社執行役員編集局長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 講師） 

 

 

（主な発言） 

 

＜もっと四国「前園真聖 自転車へんろ旅 香川編」 

（総合 １１月１６日(金)放送）について＞ 

 

○ 元サッカー日本代表の前園真聖さんが、自転車で遍路旅をする模様を紹介する番

組。四国だけではなく全国向けにも放送されるなど、人気を博している。シリーズ開

始当初はやや不慣れな面も見られたが、今や四国のＮＨＫを代表する番組に成長した

と思う。前園さんの起用は、人柄や知名度、体力などを考慮しても適切な人選だった

と思う。安心して楽しめるすばらしい番組だった。結願のあとにまだお礼参りが残っ

ているというのは、いい意味で予想を裏切られた。お礼参りがあることを前園さんに
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知らせるまでの演出がすばらしく、粋な構成だった。視聴後には、楽しい余韻が残っ

た。有名な観光名所ばかりを紹介しなかった点もよかった。地域の視聴者が予想する

内容をあえて外したのは、地元目線の構成で好感を持った。要所で入るテロップや、

首藤奈知子アナウンサーのナレーションも適切だった。基本に忠実ないい番組だった。 

 

○ 遍路を切り口に香川県の魅力を紹介しており、とてもいい番組だった。よく見知

った地域についても、新たな気付きや再発見を与えてくれた。前園さんは現役時代の

イメージと違って親しみやすく、地元の人たちとの会話から魅力的な人柄が伝わって

きた。八十八ヶ所巡りという基本がしっかり押さえられており、安定感があった。自

転車で香川県に入るとすぐにうどんの話題になったが、前園さんが食べていたうどん

はおいしそうで、興味を引かれた。「おいり」は結婚式の引き出物でよく目にするが、

実際に作る様子を見るのは初めてで、いい紹介だった。本山寺の五重塔の修復の紹介

について、木材を再利用していることは驚きだったし、技術の伝承が難しいこともよ

く伝わってきた。前園さんは表情豊かですばらしく、とても楽しい番組だった。 

 

○ 地元の人たちとの出会いや風景、食べ物などの紹介に引き付けられ、見入ってし

まった。前園さんのはつらつさや人なつっこさが地元の人たちの笑顔を引き出し、温

かみのある番組になっていた。結願したあとの「ひとこぎひとこぎ」という発言は、

遍路の苦労を経験したうえでの心からのことばだった。みずからの人生に重ね合わせ

た、印象深い表現だったと思う。自転車で遍路をしたことが、視聴者の共感を呼んだ

と思う。駆け足ではあるが数々の札所が紹介されていて、実際にお参りしているよう

な気分になった。前園さんの笑顔や表情がよく、応援したい気持ちになった。静止画

で紹介されていた札所は本当に訪れたのだろうか。 

 

（ＮＨＫ側）      

遍路旅のシリーズでは、前園さんが興味を持ち、楽しんでいる場

面を中心にお伝えしている。そのため、いわゆる名所ばかりを紹介

できたわけでは無い。このことが、結果的に地元の視聴者の満足度

を高めることにつながったのだろうと思う。前園さんが入ったうど

ん店は、出会った地元の方に紹介されたお店。撮影は当然ルールを

守って行っているが、細かな気配りや配慮も徹底していきたい。指

摘を今後に生かしたいと思う。動画で紹介できなかった札所ももち

ろん訪れており、その模様は夕方のニュース情報番組の中でお伝え

している。 

 

○ 私は歩き遍路を２年前に完歩してそのすばらしさを体感しているので、歩き遍路
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以外の遍路は邪道だと考えており、いわゆる「なんちゃって遍路」を扱った番組はあ

まり見ないようにしていた。この番組を視聴して、意外とこれはこれでいいな、とい

う感想を持った。正しい遍路だけではなく、楽しい遍路があってもいいと感じた。特

に、遍路を経験した人であればどのシーンも思い出がよみがえる映像ばかりで楽しめ

た。歩き遍路ではなく自転車遍路にした理由を聞きたい。また、どのような理由で前

園さんが起用されたのかも知りたい。スポーツ経験者の健脚で、有名だからだろうか。

番組を通して、前園さんが魅力的な人だということがよく伝わってきた。歴史ある遍

路を切り口にした、ゆるめの旅番組だった。行き当たりばったり感や、有名人に出会

った地元の人たちの反応を伝えるという手法は既視感があった。 

 

（ＮＨＫ側）      

今まで放送してきた番組とは違った角度で遍路の魅力を伝えたい

と考え、自転車で遍路を回ることを軸に据えて企画をスタートさせ

た。当初はここまで人気のシリーズになるとは想定していなかった。

前園さんの人柄や魅力がこの結果につながったと思っている。 

 

○ それぞれの寺の特徴がとても分かりやすく伝えられており、楽しい番組だった。

地元の人たちとの出会いやグルメの紹介など、興味深く視聴した。遍路旅のラストに

ふさわしい、四国ならではの見応えのある番組だった。首藤アナウンサーのナレーシ

ョンも番組を盛り上げていた。香川県の魅力を軸に、前園さんの高所恐怖症を話題に

しながらおもしろく伝えていた。前園さんがとてもおいしそうにうどんを食べるシー

ンは印象的だった。五重塔の修復工事の紹介は、宮大工の心と技がうかがえる貴重な

映像だった。地元の人たちと前園さんの会話は温かみがあってよかった。出会う人た

ちの魅力もしっかり伝わってきた。ただ、出会った人の話の中には、やや真実か疑わ

しい発言もあったので、しっかり掘り下げて聞いてほしかった。 

 

＜もっと四国「前園真聖 自転車へんろ旅 お礼参り編」 

（総合 １１月３０日(金)放送）について＞ 

 

○ シリーズを通して思い入れのある番組で、終わってしまうことを寂しく感じてい

る。遍路の魅力や地域の特産品、地元の人たちの紹介など、四国のよさがあふれた番

組だった。お礼参りで再会した地元の人たちの表情はすばらしかった。前園さんの人

柄や、番組の温かな雰囲気を象徴するシーンだったと思う。前園さんが和歌山に旅立

つ際に、「四国の皆さんと一緒に和歌山に行く気分」と言っていたが、とてもうれし

い気持ちになった。高野山では、三つまたの松の葉が幸運をもたらすという話題が紹

介された。案内人の安田空源さんと前園さんのやり取りは、品がありながらも見事な
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笑いがあり、名シーンだった。遍路を経験している安田さんが発することばはどれも

印象的で、胸を打たれた。偶然の出会いや笑いが魅力的で、前園さんの人柄が番組を

より引き立てていた。すばらしい番組を放送してくれたことに感謝したい。前園さん

は「四国に恩返しをしたい」と言っていたので、ぜひ実現してほしいと思う。 

 

○ 前園さんが自転車で遍路をする中で、地域の魅力や人の優しさに触れるシリーズ

番組の最終回。前園さんの人柄がすばらしく、遍路のイメージが変わる番組だった。

愛媛県は自転車文化を地域に根づかせる取り組みを行っているため、自転車での遍路

はタイムリーだったと思う。お礼参りがテーマとなっていたが、これまでの旅を回想

するシーンもあり、前園さんの感謝の気持ちが伝わってきた。思わず笑ってしまうよ

うな地元の人たちとの触れ合いがすばらしく、四国ならではのおもてなしの心も感じ

ることができた。地元の人たちに頻繁に声をかけられるシーンは、四国の人たちがこ

の番組に共感し、応援していることが伝わってきた。高野山の安田さんとのやりとり

は、前園さんらしさが存分に出ていて笑いにあふれていただけではなく、感心させら

れる話題もあって勉強になった。シリーズを通して、遍路というすばらしい文化とそ

の魅力を再認識することができた。 

 

○ 前園さんの自転車遍路シリーズもついに締めくくりのお礼参り編となった。シリ

ーズを通して興味をそそられる、好感が持てる番組だった。遍路のスタート地点に戻

ったあと、高野山へ向かう旅がどのような道のりなのか、今回も興味深く視聴した。

前園さんは人なつっこく、礼儀正しい人柄で、見るたびに元気をもらえたため、自然

と応援したくなる番組だった。道行く人たちに「頑張って」や「テレビ見てるよ」と

声をかけられるシーンも多く、地域の人たちに支持された番組だったと思う。高野山

で三つまたの松の葉を瞬時に見つけた場面は、前園さんの洞察力に感心した。前園さ

んが訪れた場所はどこも身近に感じられ、遍路への興味を高めてくれた。前園さんが

結願を果たし、お礼参りまで完遂したことで、達成感や満足感を味わうことができた。 

 

○ 「宿坊」などの独特な用語については必ずテロップで説明があり、分かりやすか

った。菓子店の店主と前園さんのやりとりがおもしろく、思わず笑ってしまった。三

つまたの松の葉を瞬時に見つけるなど、前園さんの強運ぶりには感心した。高野山で

は、蟠龍庭の石が四国からやってきたという説明があったが、四国のどこからきた石

なのか解説がほしかった。前園さんが旅の最後で「四国に恩返しをしたい」と語って

いたが、そういった企画を期待している。 

 

○ 地域の人たちが前園さんを応援する様子や、前園さんが四国の人たちに感謝する

気持ちがよく伝わってくる、いい番組だった。ただ、前園さんが元サッカー選手であ
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ることをもっと前面に出してもいいと感じた。特に、三つまたの松の葉を瞬時に見つ

けたシーンでは、サッカーで鍛えた広い視野が生きていると感じたため、サッカーと

関連づける紹介がほしかった。遍路そのものの意味についてもう少し掘り下げてもよ

かったと思う。高野山のことがさまざまな側面から紹介されていて勉強になり、すば

らしかった。前園さんが旅の最後で「四国に恩返しをしたい」と語っていたため、西

日本豪雨の被災地を応援するような企画を期待したい。 

 

○ 自転車での遍路を題材にした旅番組で、地域の魅力がしっかり紹介されていた。

自転車旅の臨場感や大変さが伝わる工夫が施されていてよかった。訪れた地域ならで

はの魅力を紹介することで、視聴者が旅の楽しみを疑似体験できる番組だった。前園

さんがお礼参りのために一番札所に戻る場面は、遍路がもたらす心の変化を感じると

ることができた。遍路という、地域への経済効果も大きい文化のすばらしさを再認識

した。高野山を訪れてその魅力を紹介する場面は、感心させられる話題が多くとても

勉強になった。蟠龍庭の石が四国からやってきたことなど、安田さんの話もすばらし

かった。宿坊の紹介では、その豪華さに驚かされた。遍路旅を通して、前園さんの表

情が変わっていく様子がしっかり映し出されていたと思う。楽しい雰囲気の旅番組で、

シリーズを通してとてもよかった。遍路に向かう人たちが抱えている悩みや背景を掘

り下げるような番組も期待している。 

 

○ シリーズを通して安心して見ることができる、完成度の高い番組だった。遍路と

いう身近な枠組みを使っていることや、地元の人たちと前園さんの自然な触れ合いか

らお接待の心を感じることができたのがよかった。また、自転車で遍路をすることで

歩きでの遍路とは違う映像を見せていることもすばらしい。軽薄さが無く、明るい性

格の前園さんを起用したのもよかったと思う。お礼参り編は、これまでのシリーズと

比較するとやや間延び感があって少し残念だった。コウノトリの紹介やフェリーに乗

っているシーンなど、番組のテーマとはあまり関係が無い話題が散見された。また、

お礼参りの本来の意味は、その願いが叶った札所にお参りをすることだと思うが、そ

ういった紹介もなかった。遍路にはこうした意味合いもあるため、これまでの未公開

映像や、前園さんが印象に残っているシーンを交えるなど、総集編的な構成にしたほ

うがより内容の濃い番組になったと思う。 

 

○ 前園さんの思い出の場面がよくまとめられていたと思う。菓子店の夫婦との再会

や、前園さんを昔からよく知る岡田武史さんを訪ねたシーンがとてもよかった。高野

山についても詳しく紹介されており、その魅力が伝わってきた。安田さんの案内も分

かりやすく、特に遍路の経験談は興味深かった。遍路の魅力を伝えるために前園さん

を起用したこともよかったと思う。 
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（ＮＨＫ側）      

説明が分かりにくい場面があったという指摘についてだが、最低

限の解説としたため、やや分かりにくくなってしまったかもしれな

い。お礼参りにはさまざまな作法があると言われているが、前園さ

んは自身の遍路の足取りが一本道につながることを大事にしていた

ため、霊山寺を再び訪れた。前園さんの四国への恩返しについて、

どこかで企画できればと考えている。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ １１月２４日(土)の発達障害って何だろうスペシャル(総合 後 9:00～9:49)を視聴

した。発達障害がある人は身近にも多いため、興味深いテーマだった。番組では３人

の著名人が出演しており、それぞれさまざまな症状を抱えている様子が紹介されてい

た。こういった症状が、日常生活に支障をきたすレベルになると、発達障害の可能性

があるという解説があった。発達障害がある人を雇用している企業について、企業側

の工夫が紹介されていた。さまざまな角度から発達障害を取り上げており、とても感

心した。自分自身が発達障害の症状があることを自覚できていないケースも多く、そ

れが社会の課題になっていることもよく理解できた。 

 

○ １２月７日(金)のもっと四国「８人の伊丹十三」を視聴した。伊丹十三さんにゆか

りのある８人が、伊丹さんとのエピソードや人となりを語る番組。妻で俳優の宮本信

子さんを始め、リリー・フランキーさんや伊集院光さんなど、さまざまな分野の方に

インタビューをしていた。リリーさんは多方面で活躍しているが、そういった活動の

背景には、伊丹さんの考え方が多大な影響をもたらしていることが語られており、共

感できるエピソードだった。伊丹さんのスタンスや緻密さ、そしてあふれる魅力が８

人のことばから生き生きと伝わってきた。伊丹さんの才能や与えた影響の大きさに気

づかされる、印象的な番組だった。 

 

○ １２月８日(土)のＮＨＫスペシャル「ロストフの１４秒 日本ｖｓ．ベルギー 知

られざる物語」を視聴した。ロシアＷ杯ベルギー戦の最終盤の１４秒について解説さ

れていたが、この逆転は起こるべくして起こった事態だと感じている。あの１４秒に

フォーカスするのではなく、日本のサッカーのレベルでは、まだ世界を相手にリード

を守るような試合運びはできないという点に着目してほしかった。そのほうが、サッ

カー日本代表の現状がよく分かる内容になったと思う。ゲームメイクについてもっと
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解説があると、より興味深い番組になったと思う。 

 

○ １２月９日(日)のＢＳ１スペシャル「戦争孤児～埋もれてきた“戦後史”を追う～」

を視聴した。とてもすばらしい番組だった。戦争で親を亡くした戦争孤児たちの実態

はこれまでほとんど明らかになっていなかった。焦点が当たってこなかったこの問題

に対して、３年間の長期取材で正面から向き合っており、意義深い番組だった。今に

なったから語ることができたという戦争孤児たちの話が、丁寧に紹介されていた。今

では当事者たちも８０代を迎えているため、適切に機会を捉えた番組だったと思う。

番組内の語りについて、もう少し慎重に表現を選ぶべきだと感じる場面があったのは

少し残念だった。 

 

○ １２月１０日(月)のＢＳ世界のドキュメンタリー「タイタニック 新たな真実」を

視聴した。「ＢＳ世界のドキュメンタリー」は大好きな番組でいつも見ている。タイタ

ニック号が氷山に衝突して沈没したのは有名な話だが、その背景には実は隠蔽されて

いた事実があったという内容。ことし明らかになった企業の不祥事についても、全く

同様の図式で不正が行われていると感じた。示唆に富むすばらしい番組だった。 

 

○ １２月１３日(木)のひめポン！を視聴した。「えひめぐるめぐり」のコーナーで、南

予の個性派コロッケが数種類紹介されていた。魚のすり身を使ったコロッケは全く知

らなかったが、実は４０年以上の歴史があるとのことで驚いた。アコヤガイの貝柱か

ら作るコロッケの紹介も新しい情報で、食べてみたいと感じた。西日本豪雨の経験が

語られるなど、地域を盛り上げたいという地元の人たちの気持ちがしっかり伝わって

きた。豪雨からの復興の様子も映し出されている企画で、とてもよかった。 

 

○ １２月１４日(金)のぐるっと四国 軽四キャンピングカーがゆく「（９）徳島県上勝

町」を視聴した。紹介された話題は、ありきたりな内容だったと感じた。ただ、番組

としてはとてもおもしろく、楽しんで見ることができた。旅人の出演者が餅つきを手

伝う場面は、本気度が感じられず残念だった。一方、地元バンドの臨時メンバーとし

てステージに参加したシーンは本気度が感じられ、番組を引き締めていたと思う。上

勝町の魅力を数多く紹介していた点はよかったが、ややマンネリ感がある番組だった。 

 

○ １２月１４日(金)のとさ金「ザ・ディレクソンｉｎ高知」を視聴した。番組の企画

を視聴者に任せるという大胆な番組で、おもしろがって視聴した。視聴者参加型の新

しい番組だが、ある意味勇気のある企画だと感じた。高知の女性である「はちきん」

たちが地元を元気にするアイデアを出し合い、それを番組にしていた。見事な「はち

きん」たちが集められていて感心したし、議論もおもしろかった。ただ、「はちきん」
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ということばを知らない視聴者もいるため、解説がほしかった。また、一般の出演者

が選ばれた過程も知りたかった。各グループが出したアイデアや番組タイトルはどれ

もおもしろかった。最終的に一次産業で働く女性を紹介する企画が番組になったが、

よくできていたと思う。また、次点だった企画もとてもおもしろかった。高知らしさ

がしっかり出ており、楽しめる番組だった。 

 

○ １２月１４日(金)のあわとく「南海トラフ巨大地震 どういかす？命を守る“臨時

情報”」を視聴した。１２月１１日に、政府の中央防災会議が臨時情報の取り扱いに関

する報告書案を示した。その３日後にこの番組を放送したことは、とてもタイムリー

ですばらしい。あまりなじみの無いテーマをなるべく分かりやすく伝えようとする姿

勢が見えたため、評価したい。ただ、取り上げていたのは定番とも言える高齢者の避

難事例だった。次回は幼児の避難問題なども取り上げ、この問題にもっと関心をもっ

てもらうような工夫をしてほしい。 

 

○ １２月１５日(土)に再放送された歴史秘話ヒストリア「“天皇の先生”になった男 

小泉信三 「象徴」とは何か」を視聴した。小泉信三の人となりや信念、天皇の品格

などについて丁寧に描いており、見応えがあった。貴重な映像や再現ドラマ、有識者

の見解などを組み合わせ、理解しやすい構成になっていた。皇室に関するさまざまな

動きが示され、現在に至るまでの過程がよく分かった。小泉の教えが生きていると感

じるシーンもあり、興味深く視聴した。慶応義塾の塾長になる前の小泉が、何を学び、

どういう生き方をしてきたのかも紹介してほしかった。 

 

○ １２月１６日(日)の西郷どん（４７）「敬天愛人」(総合 後 8:00～8:58 )を視聴した。

感動的なクライマックスで、すばらしい最終回だった。脚本もすばらしく、シリーズ

を通して新しい西郷隆盛を表現していたと思う。出演していた俳優陣もとてもよかっ

た。来年の大河ドラマも楽しみにしている。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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２０１８年１１月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１９日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１１人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらったもっと四国「“ひとりじゃないよ”と伝えた

い～保育士・土居寿美子さんと子育てママの日々～」を含め、放送番組一般について活

発に意見の交換を行った後、１２月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意

向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

田坂 實   （愛媛県農業協同組合中央会会長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

長井 基裕 （愛媛新聞社執行役員編集局長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 講師） 

 

 

（主な発言） 

 

＜もっと四国「“ひとりじゃないよ”と伝えたい～保育士・土居寿美子さんと 

子育てママの日々～」（総合 １０月１９日(金)放送）について＞ 

 

○ 起承転結がしっかりした流れるような構成の番組だった。内容にも説得力があっ

た。現代の子育ての実態や、保育士の土居寿美子さんの半生などがよく伝わってきた。

子育て中に不安や孤立していると感じる母親の割合が、日本では約７割にのぼるとい

う紹介があったが、根拠が不明確だと感じた。また、他国の割合を示し、比較してほ

しかった。平日は仕事、休日は育児に追われているという母親が紹介されていた。子

育ての苦労や、夫の協力が得られていない現実が痛いほど伝わってきた。土居さんが
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働く子育て支援センター「いるかひろば」は、子育て中の母親たちの駆け込み寺だと

いう。母親たちの話をよく聞いて寄り添う土居さんの姿勢が、土居さんに対する信頼

につながっていることが伝わってきた。土居さんが救ってきた母親たちの数の多さに

感心した。過去の経験から本音を言えない性格になっていた土居さんが、現在の姿に

なれた背景をもっと深掘りしてほしかった。 

 

○ 母親たちに寄り添う土居さんの仕事ぶりや、土居さんに救われる母親たちの様子

がしっかり映し出されていた。ただ、伝えたいことがはっきりしない番組だった。土

居さんにフォーカスしたドキュメンタリーのようにも感じたが、やや不自然なストー

リーになっていた。土居さんが虐待を受けていた過去の紹介など、必要以上に暗い内

容になっていた。子育て番組のため、もう少し明るい内容にしたほうがよかった。今

後、子どもを育てたいと考えている人たちに二の足を踏ませるような内容だった。悩

みを持っている母親たちが参考にできるような紹介も見当たらなかった。子育て支援

センターの存在や、その役割を前面に出したほうがよかったと思う。子育てを経験し

た母親たちのアドバイスや、現代社会において男性の育児参加がもっと必要であると

いうメッセージもほしかった。女性の社会進出を奨励している一方、出産や育児など

のフォローが進んでいない日本社会のひずみが理解できた。 

 

○ 日本の母親の約７割が孤独を感じながら子育てをしているという。社会構造を根

本から変えないとこの問題は解決しないだろう。しかし、この番組は子育てに関する

問題点を摘出して解決策を模索するのではなく、母親たちが抱える悩みに寄り添い、

視聴者に共感を与えるタイプの番組だった。悩みの解決より、悩みに寄り添う番組が

今は必要とされているという判断があったのだろう。土居さんと母親たちのやりとり

から、子育て中の母親たちがいっぱいいっぱいの日々を過ごしていることが伝わって

きた。心にしみいる土居さんのことばがよく引き出されていたと思う。土居さんのこ

とばで緊張が解け、泣いたあと母親たちの笑顔がまぶしく、美しかった。思わず笑い、

もらい泣きしてしまった。女優の奥貫薫さんのナレーションもすばらしかった。寄り

添うことの大切さを訴求し、構成にも工夫が感じられるいい番組だった。 

 

○ 子育て中に、孤立していると感じる母親が日本は約７割いると言われている。原

因や背景はさまざまだが、中には、顕在化しづらい心理的孤独を抱える母親も数多く

存在する。番組では、そんな心の孤独を抱えた母親たちに焦点を当て、土居さんに悩

みを打ち明ける様子が紹介されていた。母親たちの話をじっくりと聞き、励まし続け

る土居さんの姿に感動した。母親同士のつながりが希薄になってきている中、子育て

が初めての母親にとっては土居さんのような存在がとても重要だと感じた。土居さん

が母親たちの悩みを聞くようになったきっかけが、自身のつらい過去に由来している
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ことが紹介されていた。そういった経験を母親たちに伝え、悩みを話しやすい雰囲気

を作っていることが、土居さんへの信頼につながっていると感じた。子育ての問題は

永遠のテーマだと思うので、今後もこのような番組を定期的に放送し、子育てに悩む

母親たちを救ってほしい。 

 

○ 子育て支援センターの開設など、行政も母親からの相談対応に力を入れている。

しかし、子育ての孤立化解消には程遠いという実情が土居さんの活動から伝わってき

た。子育て中の母親たちのリアルな悩みが分かりやすく伝えられていた。子育てにつ

いて深く考えさせる番組であったことを評価したい。ただ、気になった点が２つあっ

た。まず、土居さんが幼少期に父親から虐待を受けたことをさらけ出し、母親たちの

本音を聞き出すシーン。現在、父親は認知症と診断されている。その際の検査で、脳

に生まれ持った障害があった可能性が高いことが分かり、その病気が虐待に影響して

いるのではないかと言っていた。土居さんの了解を得ていたとしても、虐待を行って

いた父親の顔と実名を放送する必要があったのか。認知症と診断されている父親本人

からは、有効な了承を得ることはできないのではないか。ＮＨＫの放送ガイドライン

に合致した放送だったのか聞きたい。次に、数値の扱いが疑問だった。冒頭で、「あ

る調査によると母親たちの約７割が孤立を感じながら子育てをしている」との紹介が

あった。７割というと、大部分の母親ということになる。この番組で紹介されていた

状況が一般的だという受け止めにつながりかねないと感じた。数値を使用する際は、

ある調査といったあいまいな表現ではなく出典を明確にするべきだと思う。また、ど

ういった環境に置かれている母親たちに対する調査データなのかなど、前提条件も明

示すべきだと思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

今回取り上げた子育て支援センターでは、相談に来る母親たちが

とにかく泣き、その後笑顔で帰る姿がよく見られた。この場所で何

が起こっているのかを伝えたいという思いで番組を制作した。孤立

していると感じる母親たちが約７割いるという調査結果の出典につ

いて、明示すべきだったと思う。子育て中の母親たちの孤立は、昔

からある問題だ。核家族化や地域社会の希薄化といった社会問題も

確かに一因になっている。一方、孤立していると感じる理由を調査

した結果から、悩みや話を聞いてほしいという母親たちの共通の思

いが浮かび上がってきた。土居さんが母親たちにしっかり向き合う

背景には、土居さんの幼少期の心の傷が大きく関わっている。土居

さんは、自身の父親との関わりという心の傷をさらけ出すことで、

母親たちの心が開かれるという信念を持ちこの仕事をしているため、
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父親のことは重要な要素だと考えた。指摘のあったプライバシーの

問題について、どこまで配慮するのが適切か検討した。特に、虐待

をしていた父親の名前と顔を映していいのかということについて議

論した。父親は現在認知症と診断されており、本人との意思疎通が

難しい状態であることを、担当医師や土居さんと確認していた。認

知症に関連する番組は数多く放送されているが、本人の意志がしっ

かり確認できない場合は、病状について医師と相談し、家族の同意

を得たうえで、プライバシーに配慮しながら扱っている。今回、こ

の番組によって父親に不利益が出ないかどうかなどについて、親族

や父親が入所する施設の担当者など周辺の関係者と議論を重ねた。

そのうえで、最終的にこの伝え方で問題ないという判断をした。い

ただいた意見は今後の参考にしたい。 

 

○ 共感できる内容で、とてもいい番組だった。必死に頑張っている母親たちが勇気

づけられる内容だった。育児中の母親たちの周辺にいる人たちにも気づきを与えてい

たと思う。母親たちにしっかり寄り添い、救いを与えるような番組だったと高く評価

したい。土居さんと話し、涙を流す母親たちの表情がしっかり捉えられていたし、涙

のあとの笑顔も印象的だった。今後の母親たちの成長を予感させるような心の変化ま

で、しっかり映し出していたと思う。「子どもはかわいい、でも子育ては苦しい」と

いうナレーションで番組が始まったのもよかった。子育てに悩む母親たちの気持ちを

代弁するようなことばで、分かりやすかった。奥貫さんの語りも番組と合っていて聞

きやすく、とてもよかった。土居さん自身のつらい過去に触れ、土居さんの人柄がし

っかり伝わってきた最後のシーンが印象に残った。今後も、このような視聴者の心に

寄り添い、励みになるような番組を放送してほしい。 

 

○ 子育て中に孤立していると感じる母親が多くいるという現状を扱った意義は大き

い。また、その現実を母親たちの生の声で伝えていたのもよかった。土居さんという

魅力ある人物を取り上げていたのもいい。一方、育児不安の問題を社会構造上の問題

ではなく個々人の問題として扱う傾向があったように感じたため、課題も残る番組だ

った。育児不安問題の背景には、日本の産業構造や家族制度のほころびがある。その

点に目を向けずに土居さんの活動にフォーカスすると、問題の本質をわい小化させて

しまう懸念があると感じた。また、育児に関する言説の使用が少し気になった。いわ

ゆる「三歳児神話」にとらわれている母親が、その悩みを土居さんに相談するシーン

があった。土居さんは子育てに正解はないと答えていたが、この場面は、科学的根拠

のない「三歳児神話」が、今でも一般的な考え方だと視聴者に感じさせてしまう可能

性があるように感じた。土居さんのつらい過去の紹介も、もっと慎重に扱う必要があ
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ったと思う。舞台となっていた高知ならではの話題をもっと知りたかった。扱ったテ

ーマはすばらしく、とても意義深い番組だったと思う。引き続きこの問題を取り上げ

てほしい。 

 

○ 子育てについて考えさせられる番組だった。日本の母親たちの約７割が孤立して

いると感じながら子育てをしている現状が紹介されていた。子どもから目を離せない

時期の母親たちは、その思いが特に強くなると感じた。土居さんのように、寄り添っ

てくれる存在がいると心の負担が軽くなる。「子育てに正解はない」という土居さん

のことばはそのとおりだと思う。紹介されていた母親たちの声は、大部分の母親たち

が感じることを代弁していた。核家族化が進み、地域との関わりが希薄になっている

現状もある。待機児童問題など、取り組むべき喫緊の課題を示唆していたと思う。土

居さんのつらい過去や父親との関わりについての描写はやや踏み込みすぎだと感じ

た。番組の主題を考えても、必要性を感じなかった。また、子育てについてネガティ

ブなイメージが前面に出てしまっていた。子育て中の人たちには共感されると思うが、

これから結婚や出産を考える人が、後ろ向きになってしまう懸念を感じた。伝えたい

ことがはっきりせず、やや消化不良な番組だった。 

 

○ 近年、徐々に子育て支援の施策が充実してきてはいるものの、子育て中に孤立し

ていると感じる母親が約７割に達しているという現状について、そのとおりだと思

う。子育てに悩む母親たちと土居さんの関わりを丁寧に取り上げたことに好感を持っ

た。子育て中の家庭でしばしば起こる日常の光景が紹介されていたのも、共感した人

が多いだろう。子育てに向き合うほど孤立し、行き詰まる母親たちの現状がよく理解

できた。そんな母親たちに、土居さんが寄り添う姿に安ど感を抱いた。土居さんがか

けることばに実感があるため、母親たちの信頼を得ていることが伝わってきた。土居

さんが母親たちを支えている背景が紹介されていたのもよかった。子育て中の母親た

ちは、あふれる情報に振り回されがちで、本当に必要な情報を受け取ることができな

い傾向にあると思う。この番組のように、実際の活動を取り上げ、現代の子育て事情

を伝えることは意義深い。今後も子育てしやすい環境が整うよう、発信し続けてほし

い。 

 

○ 番組は、大きく２つの柱から構成されていた。まず、子育てに悩む母親たちが、

土居さんとの関わりで元気を取り戻していく部分については、生き生きと描かれてお

り、映像もすばらしかったと思う。次に、土居さんの活動の背景となっている土居さ

ん自身の生い立ちや家庭環境の紹介があったが、父親からの虐待など、子育てという

主題に対して重すぎたと感じた。この部分があることで番組の焦点がぼやけてしまっ

たと思う。土居さんの人柄を伝えるために陰影をつけたのかもしれないが、エピソー
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ドが強烈すぎて本題をかすませてしまった。子育てに悩む母親たちが、この番組を期

待して見たと思う。土居さんが母親たちに寄り添う姿は、とても参考になるものでよ

かった。ただ、土居さんが保育士として心がけていることを、土居さん自身のことば

で聞いてみたかった。働く父親の育児参加については、早く家に帰ることが重要。昨

今叫ばれている働き方改革の重要性も考えさせられた。 

 

○ 現代の子育て状況がよく分かる番組だった。周囲の協力を得られずに悩む母親た

ちの大変さが伝わってきた。土居さんの生い立ちや経験が、孤立する母親たちを救い

たいという強い使命感につながっていると感じた。子育て支援センターにおける育児

相談のあり方について考えさせられた。相手の話をよく聞くことができる保育士の育

成が、今後より重要になってくると感じた。奥貫さんの優しい語りも、視聴者の共感

につながったと思う。子育て支援センターの存在や取り組みを社会に広く知ってもら

うことは、育児をする母親たちを救うことにつながるため、今後もこの話題を扱い続

けてほしい。出演していた母親たちからは、土居さんへの感謝の思いが伝わってきた。

また、似た環境に置かれた人を勇気づけたいという思いも感じた。父親が、もっと育

児に積極参加する必要があるというメッセージもうまく伝えていたと思う。ある家庭

での夫婦間の温度差なども、分かりやすく映し出されていた。示唆に富んだいい番組

だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

子育て中の母親たちが孤立していると感じていることを、個人の

問題ではなく社会の問題として取り上げるべきという指摘について、

そのとおりだと思う。成熟している日本社会において、子育てに悩

む母親がここまで多いということ自体、大きな社会問題だ。今後、

別の番組でこの問題を取り上げたいと考えている。また、母親たち

があふれる情報に混乱し、正しい情報を選択できないという問題も

指摘のとおりだと思う。こういったことも社会の問題であるため、

今後取り上げたい。子育ての苦労ばかり伝えているという指摘につ

いてだが、子育てには喜びや自分自身の成長を感じる場面がしばし

ばある。土居さんはそういったことも伝えているが、今回の番組で

はその視点が足りなかったと思う。今後の課題としてしっかり取り

組んでいきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 
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○ ９月２９日(土)の「絶景！ヨーロッパの山小屋」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:30～8:59)を視

聴した。冒頭で、山小屋とは思えない建物の映像がクイズ形式で紹介されていた。８

９分という長い番組だったが、この導入がアクセントになり飽きずに見ることができ

た。山小屋の紹介がかなり工夫されており、興味をかきたてられる内容でよかった。

ドローンで上空から撮影された映像が効果的に使われていたと思う。テロップの入れ

方もよく考えられていて好感を持った。新しい旅番組の１つのスタイルになり得ると

感じた。ヨーロッパでは山小屋文化がここまで進化していることに驚かされたし、日

本も学ぶべき点があると考えさせられた番組だった。 

 

○ １０月１８日(木) のクローズアップ現代＋「“常識破り”が生んだ日本記録 マラ

ソン大迫傑」を視聴した。日本記録をたたき出した秘密がつま先走りだということに

着目していた。大迫選手へのインタビューでは、ゴールをしたときの感情を聞いたあ

とすぐ、賞金の使い道について聞いていた。ありきたりな質問ではなく、ゴールした

ときに感じた解放感が、どんなことからの解放だったのかを聞いてほしかった。常識

破りの走法や外国でのトレーニングの様子はとても興味深かった。大迫選手の高校時

代の映像が使われていたが、貴重な映像ですばらしかった。トップアスリートに共通

するメンタルなどもよく分かり、参考になるいい番組だった。 

 

○ １０月１９日(金)の四国らしんばん「ほのか×ほのか～東京２０２０へ！女子高生

スイマー最後の夏～」を視聴した。名前や学年、競技種目など共通点の多い２人の女

子高生パラ水泳選手を取り上げた番組。２人とも高校３年生になったが、なかなか記

録が伸びず、悩む様子がよく伝わってきた。話題性があるため、メディアに取り上げ

られることが多いという２人。一方で、自分たちよりも好記録の選手に申し訳ないと

感じ、葛藤があるという。そんな心の動きがしっかり描かれていた。２人とも今後大

学に進み、パラリンピックを目指すとのことだった。好記録が出るまで見守ってほし

い。話題性だけが先行してしまいがちな世の中の傾向に問題提起した番組だったよう

にも感じた。 

 

○ １０月２０日(土)の梅沢富美男と東野幸治のまんぷく農家メシ！「すだち～徳島県

佐那河内村～」を視聴した。笑いにあふれたグルメバラエティーで、楽しい番組だっ

た。地元で受け継がれている伝統料理や生産者ならではのオリジナルレシピの紹介が

とてもよかった。すだちの生産量について、徳島県が圧倒的に全国トップであるとい

う話題や、果汁だけでは無いすだちの魅力が紹介されていたのもすばらしい。また、

すだちが誕生した歴史が紹介されていたのも評価したい。 

 

○ １０月２１日(日)のうまいッ！「生産量日本一のチカラ！しいたけ～徳島・徳島市
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～」を視聴した。徳島でブランディングされているプレミアムしいたけが扱われてい

た。細かい部分までしっかり取材されており、すばらしかった。複雑な話題も、分か

りやすく図解で示されていて勉強になった。地域の話題を扱った番組を引き続き放送

してほしい。 

 

○ １０月２７日(土)の梅沢富美男と東野幸治のまんぷく農家メシ！「なると金時～徳

島県鳴門市～」を視聴した。定番の焼き芋から、時短でできるおかず作りなど、なる

と金時のさまざまな料理法が紹介されていてよかった。農家の人たちが自然体で映し

出されており、工夫して作られている番組だと感じた。今後もこういった番組を継続

してほしい。 

 

○ １１月２日(金)のあわとく「阿波おどりの未来を考える」を視聴した。地元の放送

局として、かけがえのない阿波おどりを未来につなぐという思いがにじみ出た番組だ

った。阿波おどり問題はなかなか解消しないかもしれないが、こうした思いを持ち続

け、この問題を取り上げ続けてほしい。運営面など、さまざまな議論を扱いながらも

ヒントを示唆するような番組だった点を評価したい。県民にアンケートを実施してい

たが、その結果があまり有効に活用されていなかったと感じた。もっと丁寧に扱って

ほしい。踊り手など、より阿波おどりに近い人たちにも意見を聞いてほしかった。 

 

○ １１月２日(金)のさぬきドキっ！「笑いあり！感動あり！ のど自慢の舞台裏」を

視聴した。「ＮＨＫのど自慢」の予選会を中心に、その舞台裏を描いた番組。どのよう

にのど自慢が行われているのかを的確に描いていたと思う。予選会に出場した人の数

の多さや、１人当たりの歌唱時間など、驚いたと同時に運営の大変さもよく伝わって

きた。１つの番組の作り方を裏側から見せており、興味深い番組だった。 

 

○ １１月４日(日)のＮＨＫスペシャル「メジャーリーガー 大谷翔平～自ら語る 挑

戦の１年～」を視聴した。投手と打者の二刀流で活躍していた大谷選手が、メジャー

リーグに挑戦して活躍。現地でも人気者となり、日本中の注目が集まった。実はその

裏で、大谷選手がメジャーの壁に直面していたことや、それを克服するために想像を

絶する苦悩や努力があったことを初めて知った。大谷選手の飾らないことばからは、

ひたむきさと向上心がひしひしと伝わってきた。見応えのあるすばらしい番組だった。 

 

○ １１月１０日(土)に再放送された、こころの時代～宗教・人生～「反骨～中村敦夫

の福島～」を視聴した。俳優の中村敦夫さんの気骨ある生き方をうまく浮かび上がら

せていた。社会問題に疑問を持ち改善させようとする、中村さんの姿勢に感心した。

真摯でぶれない強さがしっかり伝わってくる番組だった。命を賭けて取り組んでいる
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原発事故の朗読劇は、観劇者の心を深く揺さぶっていることが伝わってきた。見応え

のあるいい番組だった。 

 

○ １１月１３日(火)のデザイン トークス＋（プラス）「デザインハンティング イン 

高知」を視聴した。高知ならではのデザインを探求する番組。ただ単に物や建造物を

紹介するのではなく、デザインという切り口で紹介していたのがとてもおもしろかっ

た。沈下橋の話題なども興味深いものだった。ただ、やや淡々と進行しているように

感じたのが残念だった。グラフィックデザイナーの梅原真さんの紹介など、地元の魅

力ある人が全国に発信されていたのはとてもよかった。 

 

○ １１月１４日(土)のねほりんぱほりん「児童養護施設で育った人」について。やや

重たい話題をどのように扱うのか、関心を持って視聴した。短い放送時間の中で、重

要な論点が的確に紹介されていた。児童養護施設での生活や、学校で経験した差別な

ど、人形劇にすることでうまく伝えられていた。現実がしっかり伝わってくる、いい

番組だった。また、重めの話題ながら小気味のよさを兼ね備えていたのがよかった。

やや踏み込みが足りない面はあったが、バラエティーテイストの番組でここまで内容

を濃くできたことは驚きで、多くの人に見てほしい番組だった。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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２０１８年１０月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１５日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった「もっと四国音楽祭２０１８」を含め、放送

番組一般について活発に意見の交換を行った後、１１月の番組編成、放送番組モニター

報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

田坂 實   （愛媛県農業協同組合中央会会長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 講師） 

 

 

（主な発言） 

 

＜もっと四国音楽祭２０１８（総合 １０月５日(月)放送）について＞ 

 

○ 歌番組はふだんあまり見ないため、より客観的な視点で視聴した。「音楽祭」とい

うタイトルからは、さまざまな歌手が次々と歌う番組を想像していた。しかし、実際

はステージの舞台裏やアーティストの素顔などが盛り込まれた番組で、タイトルと差

異があった。西日本豪雨の被災地復興を応援するシーンがたびたび見られたが、番組

全体としてそれを前面に打ち出しているわけでもなかった。一般の出演者が数多くい

たが、ほとんどの方の名前が紹介されていてよかった。一方、吹奏楽部の学生たちの

登場シーンでは、人数が多かったせいか一部の学生の名前しか紹介されなかった。ロ

ーカル性の強い番組のため、テロップなどで全員の名前を表示してもいいと思う。ア

ンジェラ・アキさん制作の「ふるさとの色」という曲を、会場一体となって歌うシー
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ンで番組が終わったが、余韻があまり感じられず残念だった。ただ、この曲を使って

四国をＰＲするのはいい考えだと思う。 

 

○ 歌だけではなく、歌手の日常の紹介や豪雨被災地の応援、四国の魅力発信と、盛

りだくさんの内容だった。島津亜矢さんの歌声と阿波おどりの共演や、歌手と学生の

コラボレーション企画に元気をもらった。学生が好きな歌手に会いに行く場面はおも

しろく、学生たちの素朴な魅力をうまく表現していた。ステージの画面に映し出され

ていた映像が曲に合っており、とても効果的だった。また小豆島に住む芸術家、康夏

奈さんの絵が取り上げられたが、康さんの人となりをもっと紹介してほしかった。ジ

ャンルや世代が異なる歌手５組が出演しており、幅広い視聴者に配慮したキャスティ

ングだと感じた。丸山純奈さんの歌唱力はすばらしく、今後の成長にも期待したい。

アンジェラさん制作の四国のテーマソング「ふるさとの色」は、どこか懐かしい親し

みのあるメロディーだった。この楽曲の今後の展開を期待している。 

 

○ 被災地へのエールや学生とのコラボレーションなど、番組のねらいは悪くない。

しかし、壮大なメッセージを７２分の番組に押し込めたところに無理があった。欲張

りすぎており、散漫でまとまりがない番組になっていた。夕食どきの貴重な時間帯に

放送する番組だということをしっかり自覚してほしい。ゲストの紹介について、なじ

みの無い歌手が多かったため、歌手ごとに丁寧なプロフィールを紹介すべきだった。

それぞれの歌手には興味深いエピソードがあると思う。アーティストごとに密着する

番組をシリーズで見せたほうが、内容も濃くなって見やすいと思う。また、年配の世

代でも歌える歌をもう少し織り交ぜる配慮がほしかった。「ふるさとの色」の歌詞と

メロディーは、新鮮味を感じられなかった。多様化した時代に、あらゆる視聴者が満

足できる歌番組を作るのは、もはや難しいのではないか。ターゲットを絞った歌番組

の制作に力を注いでほしい。 

 

○ 四国の絶景映像を背景にした歌唱や被災地へのエール、アンジェラさんによる新

しいテーマ曲の制作など、盛りだくさんの内容だった。島津さんの歌唱と阿波おどり

のコラボレーションは一体感があった。丸山さんの歌声や表現力に感動した。今後の

活躍も楽しみにしたい。学生たちが Little Glee Monster と共演していたが、いい思

い出になっただろう。「ふるさとの色」は、歌詞の情景が自然と想起されるような、

すばらしいテーマソングだと思う。ジャパハリネットの被災地支援の様子からは音楽

の力を感じた。ただ、さまざまな企画が詰め込まれすぎており、番組全体としてまと

まりが悪かった気がする。また、７２分見続けるのは退屈だった。番組からは雑多な

印象を受けたが、豪雨災害で被災した人に音楽でエールを送ることがこの番組の趣旨

なのかが気になる。 
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○ アンジェラさんがふるさとへの思いを込めた楽曲を書き上げ、その曲を地元の中

学生たちの歌声で聞けたのがよかった。特に、ふるさとに回帰するような歌詞が心に

響いた。アンジェラさんの楽曲提供を実現させたことを評価したい。番組からは「よ

くも悪くもＮＨＫらしいな」という印象を受けた。四国の魅力を音楽と映像で幅広い

世代に伝えることがねらいだと感じたが、今や音楽の好みは細分化されている。そう

した意味で、統一感の無いゲストの選定は疑問が残る。幅広い世代をターゲットにす

るほど、本当に届けたい人に届きにくくなる。「ふるさと」をテーマにポップな音楽

祭にするか、豪雨からの復興をテーマに地元の人たちと作り上げる音楽祭にするか、

いずれにしてもテーマをはっきりさせたほうがよい。テレビから音楽番組が減ってい

く中で、音楽と映像で地域の魅力を伝えようという企画は評価する。一方で、単発の

番組では限界があるので、シリーズ化してほしい。その際は各回のテーマを明確化さ

せ、視聴者の心をつかんでほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

豪雨からの復興だけを番組のテーマとしたわけではない。もと

もと音楽番組を企画していた中で、７月の豪雨災害が発生した。

そのため、災害復興への思いも番組に込めた。テーマを特化しな

かったため、散漫な印象の番組になってしまったかもしれない。

番組を制作するうえで大切にしたのは、難しい課題ではあるが、

幅広い視聴者に受け入れてもらうということ。それぞれのアーテ

ィストが選曲した理由をＶＴＲで紹介するなど、見やすさを意識

した。ただ、やや冗長な印象の番組になってしまったと思う。い

ただいた意見を今後に生かしたい。 

 

○ 歌番組は子どものころからよく見ていた。ジャパハリネットの歌を初めて聞いた

が、音楽の力を感じ、感動した。ただ、番組全体としてはねらいがよく分からず、散

漫な感があった。冒頭で、「学生とアーティストの夢の共演」「絶景映像とのコラボレ

ーション」という説明があったが、それぞれのストーリーに重みが無く、内容も薄か

った。心に響く演出も一部はあったが、胸を打つストーリーは少なかった。アンジェ

ラさんと丸山さんのコラボレーションを楽しみにしていたが、期待外れだった。絶景

映像とうたっていたものの、画面からはあまり伝わってこなかった。数々の共演もあ

まり魅力的に感じたものはない。企画としては悪くないため、次回はテーマを絞って

ほしい。そのうえで、魅力的なストーリーを伝えながら、音楽の力を感じられる番組

作りに期待したい。アンジェラさんが制作した四国のテーマ曲は、今後どう展開して

いくつもりなのだろうか。 
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○ 豪雨からの復興を軸とし、ＳＴＵ４８やジャパハリネットなど、四国にゆかりの

あるアーティストが地域の人たちと一緒に音楽祭を作り上げる様子は見応えがあっ

た。一方で、７２分の番組は長く感じたし、絶景映像の扱い方はもったいなかった。

ステージ上のスクリーンを映した映像では、絶景を感じることができなかった。ステ

ージで流した映像をそのまま放送してほしかった。ＳＴＵ４８がアート作品とコラボ

レートしたのは斬新で工夫が感じられたが、必然性は感じられなかった。アーティス

トや学生たちの演奏はレベルが高く、いいステージになっていた。ただ、もっと学生

たちの出演機会を増やしてもよかったと思う。多くの歌手が２曲ずつ披露したが、四

国にゆかりの１曲にして、もっと短い放送時間にしてもよかった。アンジェラさんの

曲はすばらしいが、本人に出演してほしかった。出演者の演奏の質が高く、豪雨から

の復興という切り口はよかったので、今後もこういった新しい挑戦を続けてほしい。 

 

○ ことしスタートした、「もっと四国音楽祭」。美しい四国の絶景がステージのスク

リーンに映し出される点や、地域の学生とアーティストのコラボレーションなど、従

来の音楽イベントにはない新鮮さがあった。丸山さんがアンジェラさんの楽曲をカバ

ーしていたが、ふるさとへの思いが伝わってきた。ＳＴＵ４８と康さんの作品のコラ

ボレーションは斬新だった。康さんの作品からは、瀬戸内の穏やかな美しさが感じら

れた。アンジェラさんの「ふるさとの色」は、目を閉じると歌詞の風景が浮かんでく

るような楽曲ですばらしい。ジャパハリネットの被災地ボランティアからは、音楽の

力の大きさを感じた。島津さんが訪問した高知県大豊町と美空ひばりさんとのエピソ

ードは初めて知った。番組の最後で会場一体となって、「ふるさとの色」を歌ってい

たが、今後も歌い紡いでほしい。 

 

○ 島津さんが歌う「まつり」に合わせて阿波おどりが繰り広げられたが、曲と合っ

ておらずかなり違和感があった。丸山さんの歌声は、緊張も感じられたものの、とて

も心に響いてきた。今後の活躍に期待したい。Little Glee Monster は、数年前に比

べ成長が感じられた。ドキュメンタリーの部分は別の番組でも紹介されていたため、

新鮮さに欠けたが、演奏への導入となっていた。アンジェラさん制作の「ふるさとの

色」はすてきな曲で、背景の映像もよかった。ただ、ステージで何度か披露されたの

はくどく、最後の１回で十分だと感じた。また、アンジェラさんのオリジナルで聞い

てみたかった。ＳＴＵ４８と康さんの交流はよかったが、歌はあまり響いてこなかっ

た。ジャパハリネットは年月を重ねて魅力を増したと感じた。学生が憧れのアーティ

ストに会って感激するという構図が随所にみられたが、番組に必要な要素とは思えな

かった。それぞれのエピソードは地元に密着した内容だったが、寄せ集め感が否め

ず、まとまりに欠けていた。「音楽祭」であるため、来年度も同様な企画があるなら、
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もっと音楽の比率を大きくしてもいいと思う。学生たちの演奏も、もっと聞いてみた

い。 

 

○ オープニングで番組全体の流れがよくわかり、被災地を応援する企画が盛り込ま

れていることも理解できた。島津さんの「まつり」と阿波おどりのコラボレーション

は、会場が一気に盛り上がったと思う。島津さんが歌った「愛燦燦」は選曲がよく、

被災者への思いも伝わってきた。丸山さんの存在を初めて知った。素朴な中学生とい

う素顔と、すばらしい歌声の対比がすてきだった。アンジェラさん制作の「ふるさと

の色」の歌唱も、将来を予感させた。Little Glee Monster と学生のコラボレーショ

ンもいい企画だった。学生たちの素顔や魅力がかいま見え、好感を持った。ＳＴＵ４

８とコラボレートした康さんの存在感も際立っていた。康さんのコメントからは、芸

術家としてのすごみを感じた。ジャパハリネットのメンバーが、ふるさとの被災者を

支援する様子は、人情味あふれていた。避難所での熱唱に、被災者も勇気づけられた

と思う。全体としてすばらしい企画と構成で視聴していて楽しかった。首藤奈知子ア

ナウンサーのナレーションも聞き取りやすくてよかった。四国の魅力を音楽番組で表

現したことを評価したい。 

 

（ＮＨＫ側）      

アンジェラさんの出演はかなわなかったが、その中でも楽曲の

魅力がしっかり伝わるよう、できるかぎり工夫した。「ふるさとの

色」が、四国のテーマ曲として今後より定着していくような展開

を考えていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ シリーズで放送している、もっと四国「前園真聖 自転車へんろ旅」を視聴して

いる。前園さんの魅力も相まって、安定感のある、とてもいい番組に進化していると

感じている。すばらしい番組なので、この企画を一度で終わりにせず、継続していっ

てほしい。また、海外の目線を取り入れることで国際発信できる良質なコンテンツに

なると思う。そういった展開も期待している。外国人向けの災害情報の提供もＮＨＫ

の重要な役割の１つだと思うので、より積極的に取り組んでほしい。 

 

○ ７月１３日(金)のあわとく「どうなる？阿波おどり～遠藤市長に問う～」を視聴

した。阿波おどり騒動が巻き起こっていた時期に市長が出演し、質問に答える内容。

期待して視聴したが、無難な内容に終始しており、進行もたどたどしく、期待外れだ
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った。もう少しスムーズな進行を心がけてほしい。 

 

○ ８月１８日(土) ＥＴＶ特集 シリーズ データで読み解く戦争の時代 第１回「自

由はこうして奪われた～治安維持法 １０万人の記録～」を視聴した。Ｅテレの深夜

にはきらりと光る番組があり、よく見ている。８月には戦争関連の番組がいくつか放

送されていた。ジャーナリズム精神に富んだ番組で感心した。歴史学者の協力と、膨

大なデータをもとに手間暇かけて作られており、すばらしかった。こういった番組が

Ｅテレの深夜にサラッと放送されているのはもったいないと感じたが、多くの人がテ

レビを視聴している時間帯に放送するのも難しいのかもしれない。 

 

○ ８月２５日(土)に再放送されたサイエンスＺＥＲＯ特別編 ５７５でカガク！「ニ

ュートリノ」を視聴した。最先端の科学を１７音で表現するという壮大さが魅力的で、

すてきな番組だった。俳人の夏井いつきさんを主役に起用し、タイムリーな番組だっ

た。難解な科学的テーマを俳句を用いて解読し、それをエンターテインメント番組に

するというクリエイティブな企画を評価したい。ゲストの科学者と夏井さんの掛け合

いもとてもおもしろく、見応えがあった。 

 

○ ８月２５日(土)のＥＴＶ特集 シリーズ データで読み解く戦争の時代 第２回

「隠されたトラウマ～精神障害兵士８０００人の記録～」(Ｅテレ 後 11:10～２６日

(日)前 0:09 )を視聴した。当時の真実が丹念に拾い上げられており、時間をかけて作

られた良質な番組だった。 

 

○ ９月２２日(土)のＮＨＫ×日テレ同時生放送！テレビ６５年 スポーツのチカラ

(総合 前 10:30～11:25 )を視聴した。５５分があっという間にすぎ、見入ってしまっ

た。スポーツの名場面を、それぞれの放送局が異なる演出で紹介しており、とても楽

しめた。実況のエピソードや中継技術の歴史など、さまざまな紹介が興味深く、驚か

されることばかりだった。スポーツ中継ひとつでも、放送局によって伝え方が異なる

など、新しい発見がある番組だった。 

 

○ ９月２８日(金)のもっと四国「熱狂ライブ！ＭＯＮＳＴＥＲ ｂａＳＨ ２０１８」

(総合 後 7:57～8:40 四国ﾌﾞﾛｯｸ)を視聴した。香川県が全国に誇るイベントだが、そ

の内容についてはあまり知識がなかったため、勉強になった。番組も、幅広い視聴者

層を意識して作られていると感じた。ライブの様子を伝えるだけではなく、舞台裏や

グルメについても触れており、イベントそのものを詳しく説明する構成になっていて

分かりやすかった。イベントと香川のかかわりを、もう少し深掘りできるとなおよか

った。 
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○ ９月２８日(金)のもっと四国「熱狂ライブ！ＭＯＮＳＴＥＲ ｂａＳＨ ２０１８」

を視聴した。香川県で何万人も集客する音楽イベントを長年継続していることは驚き

で、すばらしいこと。若者を中心に圧倒的な支持を得ているが、演奏される楽曲の歌

詞に力があることが人気の秘密だと感じた。グルメや宿泊事情などイベントに関連し

た紹介から、地元の人たちのおもてなしの心が伝わってきた。若者がここまで集まる

イベントは、高齢化が進んだ四国でとても貴重だと思うので、今後も継続されること

を期待している。四国の魅力を感じられる番組だったと思う。 

 

○ ９月２９日(土)に再放送されたノーナレ選「けもの道 京都いのちの森」(総合 後

5:15～6:00 )を視聴した。猟師の千松信也さんの日常を取り上げていたが、あまりに

引き込まれ、見入ってしまった。野生の動物との駆け引きや、その描写など、すばら

しい番組だった。狩猟した動物をさばくときの映像や音などはリアリティーがすごく、

感動した。千松さんの人間的な魅力がしっかり描かれていた点もすばらしく、その生

き方は心に重く響いた。 

 

○ １０月４日(木)、５日(金)の「ひめポン！」を視聴した。元サッカー日本代表の前

園真聖さんが豪雨の被災地を訪れていた。豪雨から３か月がたったが、地元のお寺の

住職の「今からが大変」ということばには重みがあった。地域の寺が地元の人たちに

とって、心のよりどころになっていることが感じられ、とてもよかった。被害の状況

や現在の様子がよく分かったし、前園さんが地元の人たちの思いにしっかり寄り添っ

ていることが伝わってきた。復興に向け、とてもいい企画だった。 

 

○ １０月４日(木)のろんぶ～ん＃１「漫才」を視聴した。漫才をテーマにした２本の

論文が紹介されていた。１つ目はお笑い芸人を使った実験から書いた論文で、おもし

ろい結果が出ていた。「小さなことでも論文にして世に投げかけると研究が広がってい

く」ということばに感銘を受けた。２つ目は漫才作成ロボットに関する論文。ロボッ

トが即興で漫才ネタを作っていたが、意外にも質が高くて驚いた。さまざまな切り口

の論文を、著者が具体的に紹介するというぜいたくな番組。視聴者が理解しやすい工

夫も施されていて好感を持ったし、興味深い番組だった。 

 

○ １０月１３日(土)のＮＨＫスペシャル ＡＩに聞いてみた どうすんのよ！？ニッ

ポン 第３回「健康寿命」(総合 後 9:00～9:55 )を視聴した。膨大なアンケート結果

を、ＡＩを駆使して分析し、驚くべき結果を伝えていた。示唆に富むおもしろい番組

だった。 
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ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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平成３０年９月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１０日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１１人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「平成３０年度後半期の国内放送番組の編成」についてＮＨＫから

説明があり、その後「平成３１年度の番組改定」について、意見交換を行った。続いて、

「もっと四国 土佐の夏２０１８よさこい祭り」および「もっと四国 徳島 阿波おどり２

０１８」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、１０月の番組編

成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了

した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

田坂 實   （愛媛県農業協同組合中央会会長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

長井 基裕 （愛媛新聞社執行役員編集局長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 講師） 

 

 

（主な発言） 

 

＜平成３０年度後半期の国内放送番組の編成および、 

平成３１年度の番組改定に向けた意見聴取について＞ 

 

○ ３０年度後期改定で「ねほりんぱほりん」の新シリーズが始まるとのこと。Ｅテレ

の新しい挑戦という意味でも期待しているし、楽しみにしている。 

 

○ 「Ｒの法則」の後続として「沼にハマってきいてみた」とう番組が放送される。「Ｒ
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の法則」は子どもと一緒に見ていた。番組のイメージが変わるといいと思う。 

 

○ 発達障害や身体障害がある子や、外国人の子供たちの特性に触れる「ｕ＆ｉ」。学校

教育では、ＮＨＫの映像コンテンツだからこそできることが多くあると思う。こうい

った番組のニーズは増えていくと思うので、期待している。 

 

○ 「いだてん ～東京オリムピック噺～」はとても興味深く、期待している。また、

「ストレッチマンゴールド」も楽しみにしている。 

 

○ ＢＳ４Ｋ・ＢＳ８Ｋの放送が始まるが、すばらしい番組を期待している。また、「ア

ニメ ピアノの森」は前シリーズからのファンなので楽しみにしている。「世界の哲学

者に人生相談」が好きだったが、後続の「ろんぶ～ん」も見てみたいと思っている。 

 

○ ドラマ１０「昭和元禄落語心中」は漫画をドラマ化した番組。ＮＨＫに新たなファ

ンを引き込むために、よい機会だと思う。一方で、おもしろい番組を放送することを、

今までＮＨＫに接触していない人たちに、どう伝えていくかという点に配慮してほし

い。番組の存在を知らないまま終わってしまうケースも多いと感じている。土曜ドラ

マ「フェイクニュース」は、どんな内容になるのか期待している。 

 

○ 土曜ドラマ「母、帰る～ＡＩの遺言～」だが、ＡＩを活用したドラマが絵になるの

か、気になる。また、日曜日の深夜にアニメを放送するようだが、若い世代をターゲ

ットとしている番組を、この時間帯に設定した理由が気になる。 

 

○ 「いだてん ～東京オリムピック噺～」について、東京オリンピック以降の世相は

よく知っているが、それまでの５２年間も描かれるとのこと。１００年前から東京オ

リンピックまでの日本の様子を楽しみに見たい。 

 

○ 新番組の企画は、年間でどのくらい提案され、実際に実現するのは何本ぐらいなの

だろうか。「ろんぶ～ん」はおもしろそうな番組だ。 

 

○ Ｅテレの番組は大好きでよく見ている。「ｕ＆ｉ」のような学校放送番組は、全国の

学校でどの程度、教材として活用しているのだろうか。「４Ｋでよみがえるあの番組」

は、当時の映像がどのように美しくよみがえるのか、とても興味深い。 

 

○ 東京オリンピックに向け、４Ｋ・８Ｋの放送に期待している。連続テレビ小説は、

３０作ほど連続で見ているが、来年がいよいよ１００作ということで楽しみだ。番組
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を録画で楽しむことが多いが、スポットでの番組紹介を見て、録画予約をしている。

番組スポットをもっと充実させてほしい。 

 

 

＜もっと四国「土佐の夏２０１８よさこい祭り」（高知） 

                   （総合 ８月１７日(金)）について＞ 

 

○ ７２分の番組だったが、飽きずに見ることができた。大賞の「ほにや」や、金賞

銀賞の各チームの踊りがすばらしく、番組の導入もよかった。見物席からは決して見

られないアングルの映像もあり、とてもよかった。プロフィギュアスケーターの村上

佳菜子さんは天真らんまんで、飾らないキャラクターがいい。鳴子を持って踊るアイ

デアや、楽曲制作など、よさこいの発展に重要な役割を果たした作曲家・武政英策の

紹介もよかった。主なルール以外はすべて自由という発想が、世界に普及した要因だ

と感じた。よさこいが世界２８か国で踊られているということや、桜舞ポーランド国

際チームがＳＮＳで踊り子を募集し、その結果世界１２の国と地域から計６３人が高

知に集まったことは驚きだった。全国のチームを凝縮して紹介していたが、字幕での

紹介だけだったため、もう少し丁寧に扱ってほしかった。 

 

○ 受賞チームの質の高い演舞が紹介されていた。個々の踊りはもちろん、チームの

一体感や隊列美に見入ってしまった。大賞の「ほにや」は、プロのダンスショーを見

ているようだった。よさこいは当初、歌詞や曲に合わせて踊るスタイルだったが、武

政の「郷土芸能は民衆の心の躍動で、どんなに変わっていってもかまわない」という

ことばどおり、進化し続ける祭りとなった。シンプルなルールを守れば、いくらでも

アレンジ可能という自由さが、全国や世界に広がった要因だろう。よさこい祭りは、

高知を代表する体験型観光とも言え、高知の経済的な柱にもなっている。出身の国や

地域は違っても、一つになれてしまうよさこいの力が、画面から伝わってきた。番組

の最後を伝統的な正調踊りにしていたのも安心感があってよかった。変わっていくも

のと変わらないものが同居する、よさこい祭りの魅力がしっかり表現されていた。 

 

○ 出演者の本来の魅力を生かせていなかったうえ、いいコメントも引き出せていな

かった。祭りに参加する踊り子の視点から、もっと工夫して伝えるべきだったが、努

力が足りなかったように感じる。また、海外の参加者だけではなく、高知や全国から

の参加チームから魅力あるドラマを発掘できれいれば、見応えのある番組になったと

思う。 

 

（ＮＨＫ側）      
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よさこい祭りは毎年放送している。高知県向けに生放送でお伝え

したあと、四国向けに事前の取材も含めて番組でお届けしている。

毎年工夫を加えながら番組を制作しているが、今回は特に海外のチ

ームに焦点を当てた。高知を元気にし、高知の魅力を全国に発信す

るのが高知局の役割。指摘の点について今後に生かすとともに、来

年以降も工夫していきたい。 

 

（ＮＨＫ側）      

長年よさこい祭りを放送している中で、ことしはどんな番組にす

るか熟慮した。これまで、さまざまな取り組みをしてきたが、踊り

子たちの「踊り」をじっくり見せたことはなかった。そのため、今

回は受賞したチームの圧巻の踊りや隊列美などをじっくり見てもら

い、エンターテインメント性のある番組作りを意識した。踊りの重

要なポイントを見逃さないよう、カメラワークも工夫した。目新し

い話題は海外からチームが来たことで、ＶＴＲで紹介した。村上さ

んをゲストに迎えたのは、高知やよさこいを初めて経験する人の目

を通して、その感動を一緒に味わってもらいたかったから。番組を

制作する中で、世界に広がりを見せるよさこいのポテンシャルをひ

しひしと感じた。 

 

○ ７２分、飽きない番組だった。まず、よさこいの人気の秘密として、ルールが３

つしかないことが紹介された。その後、進化してきたよさこいの歴史や、全国へ普及

した様子がＶＴＲで伝えられ、全国各地から参加している団体の踊りが紹介された。

このように、構成が工夫されていてとてもよかった。村上さんは、よさこいの衣装や

踊りといった魅力を伝えるのに適役だったと思う。また、踊り子だけではなく、よさ

こいをサポートする地元の人たちの様子や、訪れた人たちと地元の方々との関わりが

描かれていたのも必要な視点でよかった。単純に踊りの様子だけが紹介される番組は

どうしても飽きてしまうが、視聴しやすかった。踊りの映像をもう少し短くし、地元

の人にとってのよさこいを紹介するようなＶＴＲが入っているとさらにいい番組に

なったと思う。 

 

○ よさこい祭りが本場の高知から全国に広がっており、その一つがよさこいソーラ

ン祭りであることを知った。また、よさこいがＳＮＳなどを通してガーナやイエメン

など世界中で踊られていることに驚いた。よさこいのリズムと、仲間と一緒に踊る魅

力が、若者を引き付けていることが伝わってきた。番組のあらすじが冒頭で紹介され

たのがよかった。迫力ある演奏と圧巻の踊り、豪華な衣装に魅了され、飽きない作り
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だった。受賞チームの踊りを、解説を交えながらたっぷり紹介しており、楽しい番組

だった。受賞チーム以外にも、各チームのポイントを短く紹介していてよかった。村

上さんの明るいキャラクターや、よさこいにはまっていく様子がしっかり伝わってき

た。田村さんの解説はとても分かりやすかった。武政の思いが、現在のよさこいの広

がりにつながっていると感じた。海外１２の国と地域から集まった６３人が、踊った

あとに抱き合うシーンは感動的だった。小学生の女の子のコメントから、よさこい祭

りのすばらしさを感じた。 

 

（ＮＨＫ側）      

いただいた指摘を来年の番組作りに生かしたい。よさこいが今後、

世界にどう広がっていくかということを注視していきたい。 

 

 

＜もっと四国「徳島 阿波おどり２０１８」（徳島） 

（総合 ８月２４日(金)）について＞ 

 

○ ことしは、阿波おどり開催前から主催者問題などさまざまな情報があふれ、問題

意識を持っていた。一方で、参加者たちは例年どおり楽しそうな様子で安心した。迫

力ある男踊り、しなやかな女踊りと、画面から踊り手たちの熱気がしっかり伝わって

きた。連ごとに異なる衣装や、隊列の組み方も見応えがあった。阿波おどりについて、

クイズ形式で意外な知識を増やす構成も楽しかった。ゲストの俳優は魅力もあったも

のの、新鮮味に欠けていた。「もっと四国」というタイトルの番組のため、さまざま

な要素が必要なのだとは思うが、盛り込みすぎている感じもした。ドキュメンタリー

風の番組で、じっくり見てみたい。 

 

○ 阿波おどりの歴史などが番組の冒頭で簡潔に説明され、有名連の踊りを解説付き

で紹介していく構成。それぞれの連の個性を解説の南和秀さんが的確に細部まで説明

しており、阿波おどりの魅力や楽しさがしっかり伝わってきた。クイズのコーナーで、

かさの角度と踊りの変化について紹介があったが、全く知らなかった知識で、意外な

切り口がすばらしかった。ゲストの俳優、瀧本美織さんが努力する様子も盛り込まれ

ており、阿波おどりの魅力を感じさせる工夫もよかった。今年の阿波おどりは早くか

ら騒動があり、番組の中でどう扱われるのか気にしていたが、短くサラッと触れられ

ただけだった。「阿波おどり２０１８」という番組タイトルからは、時事性やニュー

ス性を期待してしまう。ただ、番組としてはとてもよかったので、阿波おどりの魅力

を全面に出したタイトルにしたほうがよかったと感じた。 
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○ 阿波おどりを多面的に楽しむことができる番組だった。カメラや取材クルーをどの

程度投入し、どういう撮影をしたのだろう。阿波おどりの歴史は 400 年以上とのこと

だったが、始まったきっかけや理由を知りたかった。また、独特のかけ声が何を意味

しているのかも知りたかった。クイズのコーナーで取り上げられた、かさの角度を斜

めにし、より美しい踊りのスタイルが確立されたという話題はすばらしい内容だった

ので、もっと詳しく伝えてほしかった。一方、男踊りのハードさをスポーツに例えて

紹介していたが、説得力が不足しており、疑わしかった。阿波おどりの騒動について

サラッと触れていたものの、有力な踊り手団体が総踊りを強行したことは取り上げら

れなかった。深掘りする必要はないが、今後も尾を引きそうな問題なので言及すべき

だった。連によって構成などが異なることが、専門家によって分かりやすく解説され

ていたが、やや疑問も残った。ゲストが踊りに挑戦したコーナーで、その難しさはよ

く伝わったが、感想やコメントは内容が薄く残念だった。 

 

○ 開催前にさまざまな問題が報道されていた阿波おどり。番組を見ると、成功裏に終

わったようでよかった。代表的な連を取り上げ、連の特徴や阿波おどりの知識につい

て南さんが解説しており、勉強になった。男踊りと女踊りの違いや、それぞれの連の

特徴、苦労や工夫がよく分かった。女踊りのかさの角度は極端で気になっていたが、

理由を知って納得した。阿波おどりクイズも楽しめた。四国の祭りがこのように番組

で紹介され、さらに地域が元気になることを期待している。 

 

○ 阿波おどりの魅力を視聴者にどう伝えるかという点で、よくできていたと思う。瀧

本さんの起用も意図が明確でよく、実際に踊ったことも評価したい。また、解説の南

さんも適任だった。実況中の短時間での解説も、端的で分かりやすかった。バラエテ

ィ仕立てのクイズはよく取材されており、情報量も十分だった。女踊りに革命を起こ

した四宮賀代さんなど、魅力ある人物を掘り起こしていた。踊りを見せながら、実況

でそれぞれの連の名前の由来や特徴を解説する構成も分かりやすかった。踊りの美し

さを映像でどう伝えるかが大きなテーマだったと思うが、カメラアングルなど工夫が

施され、飽きることがなかった。見て楽しむ阿波おどりのポイントを、うまく映像化

していたと思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

今年の阿波おどりは、開催までにさまざまな問題が起こったが、

この番組では阿波おどりの魅力にフォーカスした。一方、運営に関

する騒動は徳島向けのニュースや別の番組で伝えた。今回の番組で、

どの程度この問題に触れるべきだったのかは、意見が分かれるとこ

ろだと思う。阿波おどりの特集番組は、徳島局が制作する番組では
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最大規模で、ディレクター総出で取り組んでいる。毎年阿波おどり

の番組を作っていく中で、どう工夫するのかが、制作者の腕の見せ

どころ。クイズ形式や、ゲストがレッスンを受けて実際に連の一員

として踊ったのは新しい取り組みで、いい挑戦だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

世間を騒がせていた阿波おどり問題をどう扱うかが一番の課題だ

った。制作直前までさまざまなことを勘案した結果、踊り手たちの

気持ちに寄り添うような、阿波おどりの魅力にフォーカスする番組

とした。阿波おどり騒動については、徳島局として別の番組でしっ

かり検証したいと思う。タイトルの違和感について、ご指摘いただ

いた点を今後に生かしたい。阿波おどりの魅力や美しさは細部に及

ぶため、そのおもしろさが伝わるような番組を意識し、クイズを取

り入れた。 

 

○ 伝統ある阿波おどりだが、観光資源として県内外から観光客を誘客するようになっ

たのは比較的最近のこと。代表的な連の特徴とともに、クイズも使いつつあらゆる角

度から阿波おどりを分かりやすく解説していた。新たな気づきも多く、とても興味深

かった。こういった番組を制作できるのは、徳島局が毎年積み重ねてきた技術の蓄積

もあるのだろう。一方、今年の阿波おどりは関係各所の対立などで開催が危ぶまれる

など、深刻な課題も残した。少し触れていたものの、扱いが軽かったため疑問も残っ

た。この番組のように、阿波おどりの魅力を素直に取り上げた内容を支持する視聴者

もいれば、今回の問題を踏まえて今後の阿波おどりを考える内容を期待する視聴者も

いると思う。例年なら阿波おどりの魅力を発信する番組でよいが、今年はどこかで、

課題と今後の展開を掘り下げる番組を放送する必要があると思う。 

 

○ 今年の阿波おどりは、報道されているような騒動があり、この番組もそういった内

容が含まれることを想像していた。ただ、番組冒頭は問題に触れずに進行しており、

違和感があった。しかし、各連の踊りを紹介していた高山大吾アナウンサーの技量の

高さに引き込まれ、楽しめる番組だった。踊り手たちがアスリートのように見える阿

波おどりの映像は今まで見たことがなかったため、新鮮でよかった。クイズを取り入

れた点もおもしろく、特にかさの角度を変えるという新しいスタイルを作り上げた四

宮さんの話は興味深かった。昔の映像と比較していたことで、違いも分かりやすかっ

た。今後の阿波おどりの見方が変わってくるほどのすばらしい情報だった。一連の騒

動についてもサラッと盛り込まれており、番組構成も自然だった。ゲストが踊りに挑

戦した場面やコメントは内容が薄く残念だった。全体的に見応えのあるいい番組だっ
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た。 

 

○ 長い歴史をもつ阿波おどりの開催が危ぶまれていることが、全国的に報道されてい

た。そんな中での阿波おどりだったが、踊り手たちの「みんなで楽しめたらいい」と

いうことばが印象に残った。今後もさまざまな課題が出てくるとは思うが、世界に誇

る伝統の祭りを守る必要があると感じた。それぞれの連の紹介や、踊りの解説がとて

も分かりやすかった。瀧本さんは練習にもしっかり取り組み、演舞場での踊りにも参

加していてよかった。コメントにも実感がこもっていて好感が持てた。視聴者が飽き

ないよう、随所にクイズを盛り込んでいた点も楽しめた。阿波おどりが心肺機能と筋

力に与える影響についての話題は興味深かった。子どもたちの踊りはとてもかわいら

しく、伝統が受け継がれる様子も伝わってきた。阿波おどりを生で体感したいと感じ

させる番組だった。 

 

○ 南さんの解説はすばらしかったが、こういった方に阿波おどり問題について厳しい

指摘をいただきたいと感じた。今回の問題は大変残念だが、改めて番組で取り上げて

ほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

ゲストの俳優とクイズは相性がいいと考え、クイズという切り口

を採用した。実況をした高山アナウンサーはスポーツを専門として

いるので、スポーツ中継のような演出を取り入れた。そういう意味

では、臨場感のある映像をお届けできたと思う。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 



 

７月四国地方放送番組審議会休会のお知らせ 

 

 

西日本豪雨の影響により、７月９日(月)に予定していた 

四国地方放送番組審議会は休会となりました。 

 

 

 

 

 

 

ＮＨＫ松山放送局 番組審議会事務局 
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平成３０年６月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１８日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった「ぐるっと四国 軽四キャンピングカーがゆく」

を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、６月の番組編成、放送番

組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

田坂 實   （愛媛県農業協同組合中央会会長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

長井 基裕 （愛媛新聞社執行役員編集局長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ぐるっと四国 軽四キャンピングカーがゆく「（１）高知」（松山） 

                    （総合 ４月２７日(金)）について＞ 

 

○ 吹き矢で旅先を決める、行き当たりばったりのがちんこ旅で、旅人は俳優の蟹江

一平さん。趣味が弾き語りや車中泊のため、キャスティングされたのだろう。軽四キ

ャンピングカーはラッピングされており、効果的な演出だと思う。室戸市の魅力が、

ほぼすべて紹介できていたと思う。町の人たちのお悩みを１０個解決するというミッ

ションが与えられていたが、やや無理があると感じた。最初に紹介されたお悩みの解

決方法は興ざめだった。ミッションの設定がいまひとつだったと思う。少子高齢化に

伴い、若い働き手が不足しているという悩みの紹介は効果的だった。ブリが豊漁だと

手にたこができるという情報はおもしろかったし、「むろと廃校水族館」の紹介もタ
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イムリーでよかった。番組冒頭から、もっと視聴意欲をかきたてるような構成にして

ほしい。車中泊というキーワードが、番組にとって意味があるのか疑問だった。 

 

＜ぐるっと四国 軽四キャンピングカーがゆく「（２）徳島」（松山） 

                   （総合 ５月２５日(金)）について＞ 

 

○ 蟹江さんが「町のときめきマップ作成せよ」というミッションを受け、軽四キャ

ンピングカーで吉野川市を行き当たりばったりで旅する番組。地元の写真家の案内で、

川島城やチェリーロードライン、大正池などを巡っていた。大正池の四季折々の映像

は印象的だったが、川島城の由来について紹介してほしかった。地域の温泉施設には

遍路用の宿泊施設が併設されており、遍路文化が根づいていることが伝わってきた。

海外からの遍路客が宿泊しており、遍路のグローバル化も実感した。温かな出会いが

数多くあり、蟹江さんと地元の人々との交流がよく描かれていたと思う。吉野川市の

魅力もうまく紹介していた。番組の構成は「鶴瓶の家族に乾杯」や「ブラタモリ」に

似ていると感じたが、蟹江さんの軽快なキャラクターがよく、楽しく見ることができ

る番組だった。 

 

○ 番組タイトルでもある軽四キャンピングカーについて、もう少し説明がほしかっ

た。蟹江さんがキャンピングカーを運転しながら旅をしていることが、もっと伝わる

構成にしたほうがおもしろいと思う。カメラワークも含め、映像の動きが激しく、や

や見づらい印象を受けた。ミッションの出し方や、地元の人との触れ合いなど、ＮＨ

Ｋの別の人気番組を連想するような作りだった。２５分の限られた放送時間にたくさ

んの素材を詰め込んでいるため、慌ただしさが感じられた。それぞれのエピソードが、

表面的な描写になってしまっていて残念だった。ミッションで蟹江さんが作成した

「ときめきマップ」はなかなかの力作だった。マップには吉野川に沿って線路が描か

れていたが、駅名が一部誤っていたため、今後は気を配ってほしい。 

 

○ 蟹江さんが行き当たりばったりのガチンコ旅に挑むとのことで、ハプニングやサ

プライズを期待していたが、思いがけないことはあまり起こらなかった印象だった。

蟹江さんは地元の人たちと明るく誠実に接しており、旅番組として安心して楽しめる

内容だった。旅人が地元の人たちとの出会いを通して地域の魅力を紹介するという手

法に目新しさは無いが、吉野川市の美しい景観や、地元の人たちの穏やかな人柄をう

まく伝えていた。旅人に蟹江さんを選んだ理由と、ミッションの選定方法が気になっ

た。川島城の紹介は不十分だと感じた。海外から遍路に訪れた外国人との会話では、

巡礼している理由を聞いてほしかった。全国有数の産地である春ニンジンについて、

具体的な生産量を知りたかった。また、完成した「ときめきマップ」が今後どのよう
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に使われるのか気になった。 

 

○ 軽四キャンピングカーで四国各地を旅する番組とのことで、地域の魅力が紹介さ

れることを楽しみに視聴した。吹き矢で旅先を決める演出はありがちだった。行き当

たりばったりで旅をするのは難しい挑戦だと感じたし、ときめきマップの作成という

ミッションは求めすぎだと思った。地元の写真家が紹介していた絶景スポットやその

写真の数々はすばらしかった。マップの作成では、川島城など有名なスポットを中心

にしたほうがよかったと思う。また、川島城の紹介は不十分だった。蟹江さんがギタ

ーを持つシーンは頻繁にあったものの、演奏するの場面がなかったのは残念だった。

２人の外国人が宿泊していた「善根宿」について、詳しく紹介してほしかった。生し

いたけを炭火焼きで食す場面があったが、収穫の様子も見たかった。500 年以上続く

農家が紹介されたが、とてもまれな例のため、もっと話を広げてほしかった。全体と

して、広く浅い内容で、やや中途半端な印象を受けた。 

 

○ どういった視聴者をターゲットとし、何を伝えたいのかがよく分からない番組だっ

た。地域外の観光客をいざなう意味では情報不足だし、紹介された話題を実際に体験

するには困難なテーマが多かった。蟹江さんに与えられるミッションはとってつけた

感じで、いまひとつだった。軽四キャンピングカーを番組のキーにしたのはいいねら

いだと思うが、肝心のキャンピングカーの情報が紹介されておらず残念だった。タレ

ントが旅先で地元の人々と触れ合うという構成は定番だが、旅人の能力やキャラクタ

ーに依存する部分も多くなるため、おもしろい番組にするのは簡単ではない。その意

味でも、蟹江さんを起用している理由を視聴者に説明することが必須だと思うが、そ

れも無かった。番組からは現場チームの未熟さが見え隠れしたため、しっかりと取材

してほしい。吹き矢で旅先を決める仕掛けも、番組のおもしろさに貢献していないと

感じる。全体的に残念な完成度だったため、構成を含めて再考してほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

今年度から四国向けに放送を開始した新番組で、四国に住むさま

ざまな地域の人たちに見てほしいと思っている。行き当たりばった

りという旅の設定は、予定調和感を取り除きたかったため。従来の

旅番組では、取り上げる場所が有名なところに偏る傾向があり、そ

ういった背景を払拭したくて、吹き矢で旅先をランダムに選ぶとい

う手法をとった。全国放送では取り上げられないものの、地域なら

ではの埋もれている魅力を掘り起こしたいという思いがあった。軽

四キャンピングカーについては指摘のとおり、魅力をしっかり紹介

できておらず、今後の課題だと考えている。蟹江さんの起用につい
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てだが、地域の人たちの懐に独特の感性で飛び込む方なので、そこ

に期待した。そういう意味でも、ミッションの設定が蟹江さんの個

性を生かしていなかったと感じている。ときめきマップ作りも、蟹

江さんの魅力である行動力があまり生きない設定となってしまった。

今後も試行錯誤しながらよりよい番組にしていきたい。 

 

○ 吹き矢で旅先を決めるなど、番組のねらいは理解でき、考えられた構成になって

いると思う。しかし、実際の番組ではその意図が空回りしているように感じた。例え

ば、吹き矢で行き先を決めると、香川県が選ばれる確率は他県に比べて低くなってし

まい、「ぐるっと四国」というタイトルにもそぐわなくなってしまう。これならば、

旅をする県だけ事前に決めておき、降り立った駅などで行き先を吹き矢で選ぶほうが

理にかなっている。旅ごとに異なるミッションについても、毎回同じミッションにし

たほうがそれぞれの地域の特徴が伝わり、深みのある番組になると思う。軽四キャン

ピングカーを前面に出すのはタイムリーで正解だと思うが、その良さがあまり生かさ

れていなかった。キャンピングカーでしか伝えられない地域の魅力をもっと発信して

ほしかった。吹き矢、ミッション、軽四キャンピングカーの３要素でシナジー効果を

ねらうのはいい視点だが、要素が複雑になりすぎて逆にアナジー効果が生じてしまっ

たと感じる。いま一度、構成の再考を期待する。 

 

○ 蟹江さんは地元の人たちと心温まる触れ合いをしていて人柄のよさが伝わってき

たし、安定感もあってよかった。全体的にほっこりとする、温かで楽しい番組だった。

地元の写真家が蟹江さんに案内していた絶景ポイントの数々は、初めて知った場所も

あってよかったし、実際に訪れてみたいと思わせる紹介だった。険しい山道をキャン

ピングカーで登るシーンは、蟹江さんやスタッフたちの不安そうな表情と、スリル満

点の映像で臨場感があり、ドキドキ感を味わえた。吹き矢で行き先を決めるなど、既

視感のある演出は気になった。蟹江さんが作ったときめきマップは、どこかに飾られ

ていたりするのだろうか。 

 

○ 蟹江さんがランダムに決めた旅先で、地元の人たちと偶然の出会いをする中でミ

ッションをクリアするという構成だが、ありきたりな旅番組とは違うおもしろさがあ

った。軽四キャンピングカーでの旅行は最近人気があるため、設定もタイムリーだと

思う。地元の写真家と出会い、絶景スポットを案内してもらっていたが、どれも美し

い場所ばかりで心が洗われる思いだった。善根宿を利用していた外国人との会話では、

四国の魅力や遍路を始めた理由を聞いてほしかった。生しいたけ農家との出会いは偶

然そのもので、しいたけのおいしさもよく伝わってきた。春ニンジン農家との出会い

では家庭料理をごちそうになっており、農産物の魅力が伝わってきた。自然とともに
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ある生活の中での何気ない日常が、心を豊かにすることを気づかせてくれる番組だっ

た。また、その豊かさが四国にあふれていることも伝わってきた。旅先を吹き矢で決

めるのは既視感のある演出で気になった。また、テロップが多すぎたように思う。 

 

○ 吹き矢を使って行き先を決めるのは民放の番組と似た演出だった。２泊３日で与

えられたミッション達成を目指して蟹江さんが旅をするということだが、笑いあり人

間ドラマありでおもしろい企画だと思う。蟹江さんの趣味が車中泊や銭湯巡りである

ことと、フレンドリーなキャラクターが相まっていいキャスティングだと思う。地元

の写真家と出会い、絶景スポットを紹介してもらいながら一緒に旅をしていたのがよ

かった。行き当たりばったりの旅ならではのエピソードも数多く紹介されていた。善

根宿で出会った外国人との会話では、徳島に来て遍路を始めた理由を聞いてほしかっ

た。生しいたけ農家を目指して、狭く険しい山道をキャンピングカーで登る場面はス

リル満点だった。ミッションで作成した「ときめきマップ」は、四国の豊かな自然と

地元の人たちの優しさがしっかり表現されていた。 

 

（ＮＨＫ側）      

吹き矢で行き先を決めるという演出についてだが、四国のＮＨＫ

では３０年以上前に番組で取り入れていた。香川県にあまり矢が当

たらないのでは、というのは指摘のとおり。ただ、的となる地図の

縮尺を調整するなど、ランダムながらもなるべく四国各県を旅でき

るよう、配慮をしている。次回の放送ではその仕組みが伝わるよう

に工夫したい。ときめきマップのその後の扱いだが、番組のスタッ

フが丁寧に保管している。今後、なんらかの形で活用を考えたい。

今後、より見やすい番組にできるよう十分に取材をし、地域の話題

をしっかり伝えていきたい。地域の人たちしか知らない情報を見つ

け出し、伝えることが必要だと思っている。そういった視点を意識

し、ブラッシュアップしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ ５月１８日(金)の四国らしんばん「それでも石を積みつづける」を視聴した。若い

夫婦の人生に寄り添った、とても良質な番組だと感じた。導入の映像とナレーション

はよくできており、最後まで見たいとおもわせるものだった。女優の谷村美月さんの

落ち着いたナレーションもよく、一つ一つのことばに引き込まれた。ドローンで撮影

した石積みの風景が美しかった。主人公の金子玲大さんが悩みを語る姿はさわやかで、
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悩みながらも迷わない人柄がうまく表現されていた。夫婦が直面している困難が、ゆ

っくり積み上げる石垣のように、徐々に解決に向けて進むであろうことも想像できた。

石を積むときに出る音もうまく伝えており、すてきな番組だった。 

 

○ ５月２９日(火)のサラメシ「シーズン８ 第６回」を視聴した。俳優の中井貴一さ

んの語りは、ユーモアを織り交ぜながらも歯切れがよく、とてもいい。タレントの柏

木由紀さんは食事の時間を大切にしており、好印象だった。ダンボール工場の社食の

紹介では、ダンボール開発の最前線が紹介されていて感心した。ハンドボールの実業

団チームと、農業のつながりの紹介は考えさせられた。「サラメシ」はランチを絡め

てさまざまな情報を提供してくれるため楽しみに見ており、これからも期待している。 

 

○ ６月１日(金)のひめＤＯＮ！「路面電車のヒミツを調査！」を視聴した。路面電車

の紹介はおもしろく、電車の整備工場に密着したのはいい視点だった。首藤奈知子ア

ナウンサーはせっかく地元に帰ってきたのだから、みずから現場に出て密着取材した

ほうが、盛り上がったと思う。また、フードトラックの紹介では、スタジオで実食す

るなどの工夫がほしかった。そういう意味でも、ややもの足りなさを感じた。 

 

○ ６月１日(金)のあわとく「密着！徳島の挑戦者たち まだ見ぬ明日のために今日種

をまく」を視聴した。徳島ゆかりの挑戦者２人を紹介する番組で、期待していた。世

界で注目される盆栽師の男性と、保育士ヒーロー・ブレイクのリーダーが紹介されて

いた。地元の人でもあまりなじみのない方々をクローズアップしていた点がよかった。

ただ、２５分で２人を紹介していたため内容が浅く、伝えたいことが見えてこなかっ

た。徳島の人たちがもっと誇りを持てるような、見応えがある番組を期待している。

番組最後のミニコーナーは、必要性が感じられなかった。 

 

○ ６月３日(日)に再放送された日曜美術館「茶の湯で国を治めた男～大名茶人 松平

不昧～」を視聴した。国宝の茶碗など名品の数々が紹介されており、楽しませてもら

った。普通は見られない茶室や、珍しい逸品を取り上げており感心した。松平不昧の

人物像も丁寧に紹介しており、見応えのあるいい番組だった。 

 

○ ６月８日(金)のドキュメント７２時間「１円パチンコに哀歓あり」と６月９日(土)

に再放送されたドキュメント７２時間「大阪・西成 ２４時間夫婦食堂」を視聴した。

パチンコ店や大阪の西成を取り上げるチャレンジ精神がよい。パチンコ店の放送では、

ごう音の中でかなりの時間を費やす人たちの様子が映し出されていたが、苦しみを抱

えた人たちが悩みから解き放たれる場所だということが分かった。西成の食堂では、

この店でアルバイトをする男性が「いつか子どもにも働いてほしい」と話していたが、
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子どもに何を伝えたいのか想像をかきたてられた。２つの番組を通し、人が生きるこ

とはどういうことか、そして、安定した精神を保つためには何が必要で、押しつぶさ

れるようなプレッシャーとどう向き合って生きていくのか、といったことを深く考え

させられた。 

 

○ ６月１４日(木)の「コレマジ！？さぬきうどん伝説 ３玉目」(ＢＳプレミアム 後

4:00～4:59)を視聴した。シリーズ第３弾のため、マンネリ化を心配していたが、今

回もおもしろかった。名店のこだわり紹介では、麺へのこだわりというメインテーマ

に正面から向き合い、詳細までしっかり描いていたため、見応えがあった。また、め

ったに営業しないうどん店の紹介も目新しい情報でよかった。うどん文化の深い部分

までしっかり掘り下げられていた。また、パロディもぴったりハマっていてよかった。

うどんマニアの方の病的なまでのうどん愛はおもしろかったし、感心した。次回作も

期待している。 

 

○ ６月１５日(金)の「ひめポン！」を視聴した。首藤アナウンサーが、作家の早見和

真さんにインタビューするコーナーがあった。童話で町おこしをと、飼い猫が家を飛

び出し愛媛を旅する物語を地元新聞で連載しているという紹介があった。地域の話題

として興味深いし、子どもたちが楽しみにしているという声もあり、とてもいい情報

だった。示唆に富むインタビューで、すばらしかったと思う。今後もこういた話題を

取り上げてほしい。 

 

○ ６月に四国地方で３週連続放送していた、もっと四国「前園真聖 自転車へんろ旅」

はコンセプトがしっかりしており、安心して楽しめる番組だった。 

また、「ＢＳ時代劇 鳴門秘帖」は毎週楽しんで見ていたが、剣山の描写が実像とは

異なっていたのが気になった。 

６月１８日の朝、緊急地震速報が出た。全国ニュースが始まるまでの間、地域のア

ナウンサーが緊急地震速報を伝えていた。ただ、視聴者の動揺を抑え、冷静な行動を

促すような伝え方ができていなかった。平時にしっかり訓練をしてほしい。 

 

○ ６月１７日(日)のＢＳ１スペシャル「被曝（ばく）の森２０１８（前編）見えてき

た“汚染循環”」、「被曝（ばく）の森２０１８（後編）“汚染循環”は何をもたら

すのか」を視聴した。帰還困難区域は、除染がほとんど行われていないことが紹介さ

れていた。森に流れる川のセシウム濃度は、現在は人が飲める基準になっていること

に驚かされた。また、内部被ばくの深刻さも伝わってきた。「見えないものを見なけ

ればならない」という研究者のことばが印象的だった。タイトルも番組内容をストレ

ートに表しており、いい番組だった。 
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ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 



1 

平成３０年５月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、２１日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず「平成２９年度四国地方向け放送番組の種別ごとの放送時間」につい

て報告があった。次に、事前に視聴してもらった四国４局の金曜７時台の県域番組を含

め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、６月の番組編成、放送番組モ

ニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

田坂 實   （愛媛県農業協同組合中央会会長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

長井 基裕 （愛媛新聞社執行役員編集局長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ひめＤＯＮ！「密着！のど自慢の舞台裏」（松山） 

                 （総合 ５月１１日(金)）について＞ 

 

○ 愛南町を舞台にした「ＮＨＫのど自慢」を、新たな視点で知ることができた。人

口減少が進んでいる四国だが、のど自慢の開催が地域を元気にしているように感じた。

地元の人たちが生き生きとしている様子が伝わってきて、とてもよかった。予選会に

出場した人たちの、家族との絆や地域とのつながりが描かれていてすばらしかった。

予選会の模様が紹介されたが、250 組も参加していることに驚いた。本選進出者を発

表するときの盛り上がりはすごかったが、どういった基準で２０組が選ばれるのかを

知りたかった。首藤奈知子アナウンサーと、ゲストのテツ and トモの絶妙なやり取り
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がよかった。ほんわかした雰囲気の番組で、温かな気持ちになった。 

 

○ のど自慢の予選会の様子が紹介されていた。地元だけではなく遠方からの参加者

も多数おり、多彩な出場者が集まっていたため、興味深く視聴した。予選通過を目指

し、精いっぱい自慢の歌を披露する人たちの姿は圧巻だった。予選を通過した参加者

が、真っ先に家族と連絡を取り、家族一同で大喜びする姿が印象的だった。予選会の

模様は町を挙げてのお祭りのようであり、のど自慢が多くの人たちに愛されているこ

とを強く感じた。スタジオにはのど自慢に出場した５名も出演しており、それぞれ個

性豊かなキャラクターを披露していたと思う。「今週のチャンピオン」になった女子

高校生の、ミュージカルスターになりたいという夢が紹介されおり、応援したい気持

ちになった。のど自慢の魅力と、参加した人たちの喜怒哀楽の２日間がしっかり伝わ

ってきた。参加者にはそれぞれにドラマがあり、元気をもらえるいい番組だったと思

う。 

 

○ 「ひめＤＯＮ！」は、「愛媛のことをもっと知りたい」「地元の話題で楽しみたい」

という視聴者の思いに徹底的に応える、地域のための情報番組だという。しかし、の

ど自慢の舞台裏を見たいという視聴者の声があったのか疑問だった。また、舞台裏を

とことん探っているとは言えず、総花的でもの足りない内容だった。スタジオの雰囲

気も緩く、雑な作りだった。高校生が川辺で練習する冒頭のシーンが印象的で、期待

して視聴したが、その後の構成は安易で残念だった。予選会に出場した参加者の紹介

は、もっと人数を絞って深掘りしたほうがよかった。番組のキャラクター「ど～にゃ

ん」の声が出演者の発言に重なることがあり、間が悪かった。首藤アナウンサーがな

ぜ現場に行かなかったのか気になった。硬軟バランスのとれた首藤アナウンサーの個

性や経験が生かせていないと感じた。 

 

○ スタジオに出演していた５人の出場者と、のど自慢当日に取材した参加者たちの

人選がとてもよく、それぞれの温かな人生ドラマをうまく拾い上げていたと思う。ゲ

ストのトモさんが、のど自慢に出場したときの様子を紹介していたが、思っていた以

上に歌が上手で感心してしまった。予選会に 250 組もが出場していることは驚きで、

その中から短時間で翌日の本番に進む２０組を選ぶのは、大変な仕事だと感じた。番

組キャラクターの「ど～にゃん」は、もう少し表情に変化を付けられるとよいと思う。

番組のテーマソングが、初回の放送と比較してあまり印象に残らなかったのは気にな

った。全体としてとても楽しく、いい番組だった。 

 

○ 首藤アナウンサーの笑顔と明るさがとてもよく、ゲストのテツ and トモとの息も

ぴったりで、楽しく視聴した。番組冒頭の女子高校生が川辺で歌うシーンがとても印
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象的だった。日曜の昼に生放送している「ＮＨＫのど自慢」の、放送までの流れも分

かりやすく紹介されていた。出場者たちの人間ドラマが数多く紹介されていたのもよ

かった。それぞれの登場人物が、地元を心から愛する気持ちが伝わってきた。司会の

小田切千アナウンサーや審査員が、のど自慢に懸ける参加者の思いや、家族との絆を

取材する姿勢に好感を持った。当日のリハーサル風景など一連の描写から、出場者の

緊張感が徐々に高まっていく様子が伝わってきた。スタジオに出場者５名を迎え、生

の声を聞けたのはおもしろくてよかった。番組のエンディングを、テツ and トモの「な

んでだろう」で締めたことも、明るい雰囲気の番組イメージと合っていてよかった。 

 

○ 「のど自慢」をツールとし、地域の人たちの多様な生活や暮らしぶりなどを紹介す

る番組だった。予選会の選考についても、歌のうまさというよりも別の基準があるよ

うに感じ、出場者をしっかり分析している様子がかいま見えた。こういった裏側を見

られたのはおもしろかったが、自局の番組をテーマにして番組を作るのは禁じ手だと

思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

「ひめＤＯＮ！」という愛媛県向けの番組を新たに立ち上げるに

あたり、いかに愛媛の話題を、広域かつきめこまやかに取り上げる

ことができるのかが課題だと思っている。その手法として今回、Ｎ

ＨＫで最も歴史がある番組の一つである「ＮＨＫのど自慢」をテー

マにした。のど自慢を通して、愛南町という地域の表情と、そこで

生活する人たちの元気な姿を描くことが最大のねらいだった。その

点においては、ある程度の役割を果たすことができたと感じている。

一方で、視聴者が今本当に知りたい疑問であったのかは、今後の番

組のテーマを模索するうえでも課題だと考えている。また、首藤ア

ナウンサーの役割や、個々のテーマの掘り下げ方についても、引き

続き検討を続け、よりよい番組を制作していきたい。 

 

＜とさ金「おいしい！たのしい！鈴木奈々がゆく嶺北」（高知） 

                 （総合 ５月１１日(金)）について＞ 

 

○ ゲストでタレントの鈴木奈々さんのハイテンションぶりは存在感があり、番組に

合っていた。地元の人たちと鈴木さんのやり取りもおもしろかった。紹介された嶺北

地域の情報は知らないものが多く、地元局らしさもあり、興味深かった。「土佐あか

うし」を育てる家族の暮らしぶりや、牛たちへの愛情の深さが伝わってきた。あかう

しのおいしい調理法もうまく紹介していたと思う。嶺北のブランド米の紹介は、新し
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い切り口が示されており、工夫されていた。「土佐あかうし」と「米」がそれぞれの

おいしさを相互に支えている関係がよくわかり、とても説得力があった。嶺北地域が、

実は「焼き肉のたれ」の激戦区であることを初めて知った。高知県民でも知らない情

報が各所に散りばめられており、情報番組としてもよくできていた。視聴者が知りた

い情報も、しっかり押さえていたと思う。 

 

○ 高知県の名産である「土佐あかうし」の特徴がしっかり紹介されていたが、その

希少さについてもっと深掘りしてほしかった。鈴木さんと地元の人たちの冗談を交え

たやりとりはおもしろくてよかった。どういった理由で、鈴木さんを起用したのか知

りたい。嶺北地域が誇るブランド米の紹介について、美しい棚田の風景を、空撮を交

えて紹介したのがよかった。ブランド米のわらをあかうしの飼料にし、あかうしのふ

んを米の肥料にするという、循環システムの紹介もよかった。この地域を応援したい

気持ちになった一方、直面している過疎化の厳しい現実も伝わってきた。何でもすぐ

に手に入る都会の暮らしとは違い、土佐町には家庭の知恵が根づいていることが印象

的だった。ただ、大豊町の紹介が無かったのは残念だった。嶺北地域の明るく楽しい

魅力を紹介しており、地域を応援する番組としてとてもよかった。 

 

（ＮＨＫ側）      

高知県は実は県土の約８４パーセントを森林が占める日本一の森

林県のため、今回は山の魅力あふれる嶺北地域を取り上げた。一方

で、この地域は過疎化や高齢化など課題を抱える地域でもあるため、

おいしい食べ物や地元の人たちの魅力などを、楽しく伝えることを

ねらいにしていた。ゲストを鈴木さんにお願いした意図についてだ

が、高知県や過疎などの問題についてあまり知識が無いタレントと

いうことが決め手になった。この地域を全く知らない人が、先入観

無くこの地域を訪れたときにどう感じ、どう反応するのかを伝えた

かった。鈴木さんが、思ったことを飾らずストレートに地元の人た

ちにぶつけることで、おもしろい化学反応が生まれたと思う。「土佐

のいごっそう」ということばがあるように、高知の男性は気持ちを

あまり表にしない方が多いが、鈴木さんのコミュニケーションが地

元の人たちの魅力を引き出していたと思う。今後も高知の魅力を発

信していきたいと思う。 

 

＜あわとく「密着！徳島の挑戦者たち」（徳島） 

                 （総合 ４月１３日(金)）について＞ 
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○ 徳島出身の女性プロゲーマーが世界で活躍していることは知っており、興味深く

視聴した。最近はｅスポーツとして話題になっているゲームの世界。壁にぶつかりな

がらも毎日ゲームと向き合い、世界の舞台で戦う女性の真剣な姿に心を動かされた。

ゲームの世界は一般的に否定的な側面で捉えられがちで、まだまだ理解されない部分

も多いため、今回のように肯定的に取り上げることは効果的だと思う。その意味でも、

この女性がプロゲーマーになるまでの経緯をもっと詳しく伝えてほしかった。全国花

いけバトルに参加した町の花屋を営む男性について、全国の大舞台に挑戦する情熱的

な姿が印象的だった。番組最後に、「花見山 心の手紙館」をあまり印象が残らない

形で紹介していたのは疑問だった。番組のエンディングテーマがよかったが、徳島出

身のアーティストの曲なのだろうか。今後も、徳島を応援するような番組作りを期待

している。 

 

○ 徳島出身の女性ゲーマーが世界に挑む姿と、花屋を営む男性が全国花いけバトル

で日本一を目指す姿に密着しており、２人がそれぞれの世界で挑戦する様子をリアル

に映像化していた。特に、認知度が低いであろうｅスポーツの世界で、人生を懸けて

取り組む様子をしっかり伝えていたのがすばらしかった。ただ、番組最後に扱った「心

の手紙館」のパートは疑問だった。心の手紙館の本質とは異なった紹介だったと思う

ので、改めてしっかり取り上げてほしい。 

 

＜あわとく「世界遺産めざす 鳴門の渦潮 唯一無二の価値に迫る」（徳島） 

                  （総合 ５月１１日(金)）について＞ 

 

○ 徳島県民にとっては当たり前の存在の「鳴門の渦潮」だが、その発生メカニズム

を説明できる人は少ない。また、文化的な価値を理解している人も多くはないと思う。

今回の番組は、この両面を分かりやすく映像化していたと思う。また、「渦の道」を

訪れる外国人がここ５年で約４倍にも増加していることは初耳で、インバウンド着地

型観光による今後の地域振興の可能性を再認識できた。世界遺産登録に向けた兵庫県

側の住民活動を取り上げたことも、やや盛り上がりに欠ける印象がある徳島県側の刺

激になったかもしれない。一方で、世界遺産登録が持つ意味や、その先の展望につい

ての言及が不十分だと感じた。共通の認識が住民たちの中で醸成されていないのだろ

う。徳島の魅力を伝えるのが「あわとく」のねらいであるなら、魅力の再発見ととも

に、その魅力を生かしきれていない要因もしっかり伝えてほしい。また、見ていてお

もしろい番組作りも意識してほしい。 

 

○ 渦潮の水中映像が世界初と紹介していたものの期待外れで残念だった。また、世

界遺産を目指しているとのことだが、その理由に踏み込んでいなかった点も残念だっ
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た。 

 

（ＮＨＫ側）      

徳島の魅力を再発見し、番組を見た徳島の人が徳島を好きになり、

自慢できるような気持ちになってもらうのが「あわとく」のねらい。

ロゴを含め徳島らしさを各所に取り入れて番組を制作している。今

後も、「あわとく」をもっと知ってもらえるよう努力したい。 

 

（ＮＨＫ側）      

徳島にゆかりがあって活躍している人たちについては、今後も引

き続き取り上げていきたい。番組のエンディングテーマは、徳島県

出身の歌手の米津玄師さんの曲で、今後も引き続き使用していく予

定。「鳴門の渦潮」の世界遺産登録について、兵庫県と徳島県に温

度差があるため、徳島の盛り上がりに貢献し、地域を応援したいと

いう思いで今回取り上げた。鳴門の渦潮の世界遺産登録につながる

ような番組になればと考えている。 

 

＜さぬきドキっ！ 

「前野朋哉がゆく 地味だけど…世界に誇る 東かがわ」（高松） 

（総合 ５月１１日(金)）について＞ 

 

○ リポーターが地域を歩いて取材し、地元の魅力を伝えるという典型的な構成になっ

ていた。こういった番組が人気なのは、紹介された人やお店が身近にあるため、番組で

取り上げられたものを共有できる楽しさがあるからだと思う。この番組は香川県だけで

放送したとのことだが、隣接した県のことをあまり知らない県民も多いため、優れた県

域番組については四国４県で放送してほしい。また、ダイジェスト版などを制作し、魅

力を凝縮して伝えるのもおもしろいと思う。革製手袋の紹介では、高度な技術で手間暇

をかけて作られるため、とても高額な製品だということに驚いた。一方で、高度な技術

を持った職人たちがどのぐらいの収入を得ているのか気になった。東かがわ市の魅力を、

短時間で、うまく組み合わせて紹介していたと思う。タイトルの「地味だけど」という

文言は、香川県民らしく奥ゆかしいが、もっと興味をそそるような表現のほうがよかっ

たと思う。 

 

○ 世界最高級クラスの手袋紹介がとてもおもしろかった。東かがわ市が手袋で有名な

のは知っていたが、手袋の販売価格が予想以上に高額で、驚かされた。 
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（ＮＨＫ側）      

これまであまり取り上げてこなかった香川県東部の地域を掘り下

げ、紹介したいという思いで番組を制作した。そういった意味も含

め、「地味だけど」という表現をあえて使用した。今回のテーマは

全国放送の「あさイチ」でも紹介しており、同様のテーマを香川県

民向けに扱ったため、地元の人たちの魅力を紹介するパートを増や

すなど編集を工夫した。今後も、香川県向けの放送、四国向けの放

送、そして全国向けの放送と、さまざまな切り口から香川県の魅力

を発信していければと思っている。香川県向けにはローカル放送な

らではの視点を意識し、工夫して番組を制作していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ ４月１３日(金)のひめＤＯＮ！「あなたの知らない 地元メシ」を視聴した。ゲス

トの山田ルイ５３世さんと竹林淑子さんの掛け合いがとてもおもしろかった。首藤ア

ナウンサーの司会もすばらしかった。話題の取り上げ方など全体的なバランスがよく、

楽しい番組だった。ただ、画面左上の番組ロゴがしばしば点滅して動いていた点と、

ワイプを多用しすぎていたのは気になった。 

４月１３日(金)のとさ金「旅立ち Ｓｔｏｒｉｅｓ ～私の夢への一歩～」(総合 

後 7:30～7:55 高知県域)も視聴した。高知大学の寮を旅立つ学生たちにうまく焦点

を当てていた。さまざまな人間模様が描かれていたが、認知症になった母親の思いを

くんで前向きに生きる学生の紹介が特に印象的で、いい番組だった。 

また、４月１３日(金)のさぬきドキっ！「アッキーが行く！瀬戸大橋の３０年」(総

合 後 7:30～8:15 香川県域)も視聴した。瀬戸大橋のすばらしい景観やカメラワーク

が印象的で、見応えがあった。また、裏に隠れている人間ドラマも描かれており、充

実した内容だった。 

 

○ ４月１４日(土)に再放送されたブレイブ 勇敢なる者「硬骨エンジニア」(ＢＳ１ 

前 1:35～2:24 )を視聴した。成熟社会が求めている視点で人物を切り取ったドキュメ

ンタリーだと感じ、引き込まれた。番組の視点がおもしろく、ねらいもよかったと思

う。エンジニアの舛岡富士雄さんの人柄や、かつて舛岡さんが勤めていた会社の風土

や体質もしっかり伝わってきた。番組の構成や表現法がユニークで、効果的な作りだ

った。新しいドキュメンタリー番組の制作に挑戦していたと思う。 

 

○ ４月２０日(金)の四国らしんばんスペシャル「橋は四国をどう変えたか～瀬戸大橋
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開通３０年～」(総合 後 7:30～8:13 四国ﾌﾞﾛｯｸ)を視聴した。瀬戸大橋開通当時の記

憶がよみがえり、改めて人の流れや物流の変化を知ることができた。ゲストの方々が、

開通した当時の衝撃を素直なことばで語っていてよかった。四国に住む人たちが、未

来への可能性や希望に満ちていたことが伝わってきた。物流の競争が激化し、それに

伴う動きが紹介されていたが、競争社会の厳しさを感じた。競争に負けた弱者の視点

を切り口にした番組も見てみたい。さまざまな角度から瀬戸大橋やその歴史を取り上

げていてよかった。今後も番組を通じ、地元を盛り上げるような情報を発信してほし

い。 

 

○ ４月２０日(金)のもっと四国「聖火のキセキ 愛媛 海と陸をつないだ聖火」(総

合 後 8:15～8:40 四国ﾌﾞﾛｯｸ)を視聴した。リポーターの土佐礼子さんの語り口は温か

みがあってよかった。当時の映像や音声が散りばめられ、編集の技術も確かだった。

マラソンの愛媛県記録が、４９年間も破られていなかったことは初めて知った。愛媛

県は去年国体が開催され、「スポーツ立県」という方針も打ち出しているため、タイ

ムリーな内容だった。 

 

○ ４月２０日(金)のもっと四国「聖火のキセキ 愛媛 海と陸をつないだ聖火」に出

演させていただいた。聖火をつないだ人たちが、当時のことを鮮明に語っており、伝

わってくるものがあったが、陸上にあまり詳しくない視聴者にとっては、やや分かり

にくい部分があったと思う。今後も 2020 年の東京オリンピックに向け、当時の聖火

リレーに関わった人たちの声をもっと取材し、伝えていってほしい。 

 

○ ４月２９日(日)の新世代が解く！ニッポンのジレンマ「今大学って？学問ってナン

だ？＠広島大学」(Ｅテレ 前 0:15～1:15 )を視聴した。タイトルにひかれて期待して

いたが、あまり内容が伴っていなかったのは残念だった。学生が「すぐに役立つもの

はすぐに役立たなくなる」という発言をしており、刺激的だった。大学は、「より本

質的な理論と実践とを結びつける能力を育むべきで、それこそが知性である」という

考え方には感銘を受けた。 

  また、５月２日(水)の又吉直樹のヘウレーカ！「なぜ植物はスキマに生えるのか？」

も視聴した。おもしろい視点で植物が生育する世界を取り上げており、常識とは逆の

発想が紹介されていて印象的だった。 

 

○ ５月１７日(木)の首都圏ネットワークを視聴した。同じ時間帯に愛媛県で放送して

いる「ひめポン！」とは構成が異なっていた。ニュース企画に力を入れており、見応

えがあった。成田空港開港４０年の企画など、丁寧に制作していたと思う。ストレー

トニュースは短く伝え、天気予報を厚く伝えていた。全体的に引き締まった印象で、
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アナウンサーや記者の話し方も聞きやすかった。白色を基調としたセットも洗練され

ており、グラフィック映像も視認性に優れていてよかった。 

 

○ ５月１９日(土)のＮＨＫスペシャル「日本の諜報 スクープ 最高機密ファイル」

を視聴した。「ＮＨＫスペシャル」は見応えのある番組が多いが、今回は国の諜報活

動など全く知らない世界を扱っており、特に見応えがあった。また、最前線の現場は

どのレベルまで到達しているのかなど、興味深く視聴した。一方で、情報化社会の怖

さも感じた。 

 

○ ５月２０日(日)の目撃！にっぽん「シリーズ 我が子を奪われて…“高校生カップ

ルの死”」を視聴した。７年前、３人が死亡する痛ましい追突事故が起こったが、残

された家族の現状を丁寧に取材していた。事故の悲惨さを伝えていただけではなく、

遺族や関係者にとって、事故に終わりが無いということを強く伝えていた。心に突き

刺さる、印象深い番組だった。 

 

○ ５月２０日(日)の目撃！にっぽん「シリーズ 我が子を奪われて…“高校生カップ

ルの死”」を視聴した。７年前に３人が亡くなる痛ましい追突事故があったが、残さ

れた遺族が苦しむ現状を描いており、見入ってしまった。 

 

○ ５月２０日(日)のＮＨＫスペシャル「縮小ニッポンの衝撃 労働力激減 そのとき

何が」を視聴した。高知県もまさにこの問題に直面しており、興味深く視聴した。人

口ピラミッドの「棺おけ型」の紹介は、ネーミングにもインパクトがあり、事態の深

刻さが伝わってきた。国の対応の遅さが指摘されていたが、将来を見据え、長期的な

戦略が求められていることを実感した。外国人を雇用するに当たってはことばの壁が

大きいが、彼らが日本語を学ぶための費用を雇用者が支払わなければならない状況な

ど、さまざまなジレンマがあることを初めて知った。 

 

○ ５月２０日(日)のＮＨＫスペシャル「縮小ニッポンの衝撃 労働力激減 そのとき

何が」を視聴した。人手不足による雇用の問題点がよく取材できていた。外国人を労

働者として受け入れる制度が整っていないことも、しっかり問題提起していた。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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平成３０年４月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１６日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった小さな旅「時 立ち添う 蔵の町～高知県室

戸市～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、５月の番組編成、

放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

田坂 實   （愛媛県農業協同組合中央会会長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

長井 基裕 （愛媛新聞社執行役員編集局長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ 小さな旅「時 立ち添う 蔵の町～高知県室戸市～」（高知） 

（総合 ３月１８日(日)）について＞ 

 

○ 日曜朝という時間帯に、温かな番組でよかった。帽子パンを売る徳弘萬喜子さん

が、「夫婦で白髪が生えるまで仲良く暮らせるように」との願いが込められた「尉と

姥（じょうとんば）」を見ながら、他界した夫のことを語る表情が印象的だった。何

気なく貼られていた夫婦の写真からは、徳弘さんの愛情を深く感じ、穏やかな気持ち

になった。炭の窯元を営む黒岩辰徳さんと、そこで働く若者たちが、先人たちの教え

守りながら熱意を持って取り組む姿がしっかり伝わってきた。遍路宿を営む池田治英

さん敦子さん夫婦が、お遍路さんの心身を癒やす時間を提供されていることが自然に

伝わってきた。空撮も含め、吉良川町の風景はすばらしかった。吉良川町の町と人の
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温かさが、しっかり伝わってくるすてきな番組だった。番組のタイトルはおしゃれ過

ぎて、あまりピンとこなかった。 

 

○ 懐かしい町並みの中心となる蔵が、時代を超えて人と人を結んでいることが伝わ

ってきた。子供たちがひな人形にふんする祭りが、今も地域に根づいていることや、

土佐備長炭の伝統を絶やさないよう奮闘する人たちの紹介に心が洗われた。人口減少

が進む時代だからこそ、受け継がなければならない歴史だと思う。徳弘さんの「尉と

姥」の紹介では、人形に込められた願いがかなわず切なかったが、元気にパンを作り

続けることが亡き夫とのつながりなのだと感じた。思いのこもった帽子パンの味につ

いて、感想を聞きたかった。再生した蔵で遍路宿を営む池田さん夫婦の人柄がよく伝

わってきた。お遍路さんも、この夫婦だからこそ自分の心の中にある思いを話せたの

だと思う。重要伝統的建築物群保存地区として指定されている町並みを形成する蔵に

ついて、建築された歴史的背景と、「土佐漆喰の白壁」、「水切瓦」などについての解

説がほしかった。 

 

○ 蔵が立ち並ぶ歴史ある町並みの吉良川町を、山田敦子アナウンサーが紹介する構

成。山田アナウンサーのチャーミングな声は、朝の爽やかな雰囲気に心地よい。ひな

祭りのこども行列やひな人形の紹介から、古い物を大切にしていることがよく分かり、

ゆったりとした雰囲気が伝わってきた。徳弘さんの家には、嫁入りの際に両親から贈

られた「尉と姥」が置かれていた。現在までの営みが紹介されていたが、パンを買う

客の話も聞いてみたかった。黒岩さんの「若者が働きやすく続けやすいように仕事と

してつなぎたい」ということばどおり、若者たちで取り組む様子は頼もしく、応援し

たい気持ちになった。備長炭が紀州からどのように伝わり、土佐でどう進化したのか

知りたかった。池田さん夫婦の紹介は、優しい人柄と蔵の町の静かなたたずまいが伝

わってきた。全体を通して盛りだくさんの内容で、少し慌ただしく感じた。蔵の街と

いう番組タイトルのため、街全体の様子がもっと分かるとよかったと思う。 

 

○ 大野雄二さんのテーマ音楽がしっとりとしており、この番組に合っていると感じ

た。陰影を大事にしながら細部までこだわって作り込まれている、とてもいい番組だ

った。ひな祭りのシーンでは、積み重ねてきた歴史を感じた。徳弘さんのレシピノー

トは、汚れやシミが数多く付いており、これまでの歴史や苦労を感じた。今は亡き夫

と写った写真が飾られていたが、その空間は時間が止まったように見えた。この場面

がこの番組のキーポイントで、最も感情移入したシーンだった。こういった一連の描

写が、「時 立ち添う」というタイトルにつながっていたと感じた。帽子パンの作り

方が分かる場面があったのはうれしかった。黒岩さんや池田さんを含め、登場する人

たちの表情は皆柔和で、自分たちのペースで生きていることが感じられた。 
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○ 歴史を積み重ねてきた町を、奥ゆかしい言葉で表現している番組タイトルが目を

引いた。ナレーションも品格のある日本語を使っており、好感を持った。テーマ音楽

が哀愁を誘い、それぞれのシーンにも深みがあって心和む構成だった。上空から撮影

した映像もよいアクセントになっており、印象に残った。パン屋を営む徳弘さんが、

亡きご主人を語る姿には胸が熱くなった。パンのレシピが書かれたノートに、徳弘さ

んの半生が詰まっていると感じたが、徳弘さんの顔が逆光で影になっており、表情が

分かりにくかった。伝統の技を次世代につなぎ、若者が町に定着できるようにしよう

という黒岩さんの思いがひしひしと伝わってきた。ただ、炭焼きの技術を身に付ける

のに要した年月や苦労した点を示してほしかった。吉良川町には明治の終わりに紀州

から炭焼きが伝わり、独自の発展を遂げたということだが、なぜこの町に定着し、そ

して衰退してしまったのか説明がほしかった。番組最後のナレーションのことばと映

像がとても合っており、心に響いた。 

 

（ＮＨＫ側）      

「小さな旅」は日曜日の朝に放送しているため、地域の課題を取

り上げる番組ではない。一方で、今という時代を切り取るものが必

要だと考えており、結果としてうまく表現できたと感じている。高

知放送局は地域に寄り添う放送局を目指しているが、高知の魅力を

全国に発信することに寄与できたと思う。また、この地域が抱えて

いる課題も感じてもらえるような作りを意識した。 

 

（ＮＨＫ側）      

「小さな旅」はナレーションを少なくし、映像と音声でゆったり

と日本のよさを伝えることをねらいとした番組だ。地域のよさを全

国に届けたいという思いで、若いディレクターとカメラマンが中心

となって、歴史ある地域を、しっかり見つめることを目指して制作

した。土佐漆喰や水切瓦は、台風が多い室戸ならではの特徴で、建

物を守ろうという先人たちの苦労がそれぞれの建物に詰まっている。

こういった建物が空襲を免れて今に残ったため、重要伝統的建築物

群保存地区に指定されたとのことだ。「立ち添う」というタイトルの

文言についてだが、「ずっと変わらない」という思いを表現した古語

を使用した。地域の人々に出会い、さまざまな人生や現実を目の当

たりにし、それを何とか全国に伝えたいという思いだった。この地

域ならではの「尉と姥」や、一度は途絶えかけた炭の文化など、地

域の人々の思いも含めて伝えることを心がけた。 
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○ 「小さな旅」で紹介される人や暮らし、風景はほのぼのとしており、癒やされる。

テーマ音楽と山田アナウンサーの語りも欠かせない。「時立ち添う蔵の町」というタ

イトルを意識しながら視聴した。室戸市は幾度となく台風の被害を受けていると思う

が、そこに歴史ある蔵が立派に存在しているのは驚きだった。短い放送時間の中に、

たくさんの内容が盛り込まれていた。かつて炭焼きで栄えた吉良川町の文化や伝統、

技や建物が受け継がれている様子が伝わってきた。「尉と姥」を大切にする徳弘さん

や、炭を使った風鈴などから、時の移ろいの早さや、そこはかとないはかなさのよう

なものが感じられた。伝統の炭焼きを、若者が働きやすい仕事にしようと取り組む黒

岩さんの、細やかな作業の紹介はとてもよかった。池田さん夫婦が、お遍路さんに寄

り添う姿も印象的で、シンセサイザーで音楽を奏でるシーンもよかった。 

 

○ 短い時間の中で、登場人物それぞれの濃厚な人生をしっかり織り込んでおり、見

応えがあった。奥行きがある人たちのエピソードをぜいたくに使い、一瞬も飽きさせ

ない構成は見事で、確かな技術が分かる仕上がりだった。場面が変わる際に、備長炭

風鈴の奏でるかすかな音を、耳をそばだてさせて聞かせる演出は見事だった。また、

黒岩さんが煙の匂いを嗅ぐシーンも繰り返し出てくるが、映像化しにくい音や匂いを

作品の中に潜ませようとする工夫を評価したい。番組の最後、遍路を回る植田信治郎

さんが、再び歩き始めた姿に合わせたナレーションがとても美しかった。見終わった

あとの心地よい余韻につながっていた。また、聞き慣れないことばである「時 立ち

添う」というタイトルの意味が、ここで生きてきたと感じた。制作者の思いや意図が、

全編にわたり細やかに散りばめられた見事な出来栄えだった。旅人の山田アナウンサ

ーの、自然体なリポートも好感を持った。 

 

○ 徳弘さんが「尉と姥」に込められた願いを語っていたが、その願いもむなしく若

くして夫に先立たれてしまった。夫婦で始めた昔ながらのパン作りを、今も夫から受

け継いだ手書きのレシピを元に続けている。地域取材の中で、こういった小さな物語

を見つけたことに感心した。若き炭焼き職人の黒岩さんは、地元の若者にその技術を

伝え、さまざまな工夫で技を残そうと懸命に頑張っていた。炭作りの映像もとてもよ

かった。遍路宿を営む池田さん夫婦が、宿泊客をシンセサイザーの演奏でおもてなし

する様子はユニークで、他の宿とは違う魅力が紹介されていてよかった。古い町並み、

ひな人形、炭焼き、遍路、といった吉良川町のキーワードがすべて網羅されていただ

けではなく、暮らす人たちの思いや人生がうまく紹介されており、好印象を持った。

「小さな旅」はその地に旅をするなかで、出会う風景はもちろん、人と人とのつなが

りや、人々の思いに触れることでより共感が得られるいい番組だと思う。 
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○ 「小さな旅」は心に残るテーマ音楽に加え、地域で繰り返される季節の出来事や

人々の営みをさりげなく切り取っていて心が和むため、以前から視聴している。ひな

祭り、帽子パン、備長炭、蔵の遍路宿など、地元の人々が受け継いできた日常の姿を

うまく表現していた。中でも、遍路宿の主人とお遍路さんの琴線に触れるような交流

がよかった。お遍路さんをさりげなく迎え入れる宿の主人と、それを素直に受け入れ

るお遍路さんの思いと表情をうまく映像化していた。ただ、旅人をもっと控えめな位

置づけとし、視聴者を旅の主役にするような構成にしてもよいと思う。「小さな旅」

は癒やしの時間を提供してくれる数少ない番組のため、これからも作り続けてほしい。

基本を堅持しながらも、工夫し続けることが大切だと思う。 

 

○ 大野雄二さんのテーマ音楽は日曜日の朝にふさわしく、リラックスして見ること

ができる。吉良川町のさまざまなドラマをしっかり取材できていた。飾り雛はどれも

豪華で、当時商いが盛んだったことが伝わってきた。ただ、着物と一緒に疎開したと

いう女性の名前がテロップで紹介されなかったのは不自然だった。夫から受け継いだ

レシピでパンを作っている徳弘さんの紹介では、嫁入りの時に親から持たされた「尉

と姥」の豪華さと、当時の白黒写真が対照的で印象に残った。黒岩さんが、備長炭を

焼きながら地域の雇用も生み出そうとする姿は頼もしく、気概を感じた。山田アナウ

ンサーが炭の煙に巻かれてせき込む映像もよかった。池田さん夫婦のおもてなしの心

がよく表現されていた。２人が奏でる音楽に癒やされた。遍路を回る植田さんの思い

もよく引き出されていた。 

 

 

（ＮＨＫ側）      

炭作りで最も大切なのは、炭化といわれる作業。この工程で炭の

よしあしが決まるといわれている。質のよい炭を作るためには、煙

の匂いや量がとても重要になるため、この場面の映像を使用した。

疎開した女性の名前をテロップで示さなかったことについてだが、

この方の人生を深く踏み込んで紹介したわけではないため、表示し

なかった。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ １月１０日(水)のオイコノミア「明日から使える！実りある“会議”の経済学」を

視聴した。若者向けの経済番組で、身近なテーマを切り口に経済学の原理を分かりや

すく紹介していた。経済が苦手な人にも理解しやすく、よくできていた。むだな会議

をどうすれば根絶できるかをテーマに、悪い会議の例と理想的な会議の例が紹介され、
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おもしろかった。ゲストの慶應義塾大学の坂井豊貴教授の話もおもしろく、参考にな

った。 

 

○ ４月１０日(火)のきょうの料理 じぃじの四季「シニアだからわかる 春の味～ふ

きと鶏肉の煮物～」を視聴した。伝承料理研究家の奥山彪生さんが葉わさびのいなり

ずしのレシピを紹介していた。この番組で葉わさびが取り上げられたことで、葉わさ

びに注目が集まったことを実感した。反響が多く寄せられるのはテレビならではの力

だと思う。「きょうの料理」のホームページは料理の動画がとてもよいが、今回紹介

された葉わさびのレシピは掲載がなかった。すべてのレシピが動画で掲載されるとよ

りよいと思う。 

 

○ ４月１３日(金)のひめＤＯＮ！「あなたの知らない 地元メシ」を視聴した。愛媛

県の地元メシである「たい飯」対決というのはおもしろかった。私自身は南予のたい

飯ではなく北条のたい飯派だと思いながら楽しんだ。地域に密着した番組で、とても

見やすかった。ゲストの山田ルイ５３世さんの自虐ネタを含め、テンポがよく楽しい

番組だった。松山の銀天街にあるお寺の猫も紹介されていたが、新しい情報だった。

今後の放送にも期待している。 

 

○ ４月１３日(金)のひめＤＯＮ！「あなたの知らない 地元メシ」を視聴した。地元

メシのたい飯について、新たな知識を得ることができた。首藤奈知子アナウンサーは

笑顔がとてもよかった。スタジオセットは明るくてよいが、やや雑多な感じだったた

め、もう少しスッキリさせるとよいと思う。 

また、４月１３日(金)のもっと四国「絶景 石鎚山」(総合 後 7:57～8:40 )も視

聴した。すばらしい映像ばかりで、年間を通した撮影を評価したい。特に紅葉の映像

はすばらしかった。写真家の三浦聖さんは笹倉湿原に通い続けているということだが、

その魅力的な写真をもっと紹介してほしかった。 

 

○ ４月１３日(金)のとさ金「旅立ち Ｓｔｏｒｉｅｓ ～私の夢への一歩～」(総合 

後 7:30～7:55 高知県域)を視聴した。９４年の歴史を持つ高知大学南溟寮が舞台。濃

密な寮での生活にスポットを当て、この春に寮を卒業する学生のストーリーが紹介さ

れており、学生寮のありのままの日常を映し出していた。寮を後にするときの学生の

気持ちは痛いほど伝わってきた。感動的な場面もあり、涙なしには見られなかった。

構成やストーリーがすばらしかったと思う。山下耀子さんのナレーションも好感を持

った。 

 

○ ４月１４日(土)のチコちゃんに叱られる！「＃１」を視聴した。子どもから大人ま
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で楽しめる、ためになる番組だと感じた。５歳のチコちゃんのトゲと毒があるキャラ

クターが、人気が出ると思う。紹介されるクイズも、知らないことばかりで感心した。

とても楽しい番組だった。 

 

○ ４月１５日(日)の名曲アルバム＋（プラス）「歌劇“フィガロの結婚”序曲」モー

ツァルト作曲、「チゴイナーワイゼン」サラサーテ作曲、「パッヘルベルのカノン」パ

ッヘルベル作曲(総合 前 1:40～1:55 )の３番組を視聴した。「名曲アルバム」は有名

なクラシックの曲とともに、美しい映像が流れる好きな番組。この「名曲アルバム＋

（プラス）」は、かなり奇抜な作りで見入ってしまった。アニメの映像などが斬新で

感動した。すばらしい音楽に新しい映像で、楽しませてもらった。 

 

○ ４月１５日(日)の明日へ つなげよう「活断層の村で生きる～熊本地震 西原村２

年の記録～」を視聴した。地震で甚大な被害を受けた西原村の課題や現状を突きつけ、

視聴者に主体的に考えさせる番組になっていた。復興に向けて住民の思いが交錯し、

集落の今後を描く困難さを見事に浮かび上がらせていた。集団移転する際の住民負担

がどの程度の金額になるのか示してほしかった。民間と行政の担当者が熱い議論を交

わす様子からは、それぞれの思いが伝わり、印象に残った。住民同士の話し合いや役

場の動きなど、深い取材で説得力のある構成だった。 

 

○ ＮＨＫニュース おはよう日本を毎朝視聴している。最新の情報をコンパクトに伝

えており、貴重な情報源になっている。内容も多岐にわたっており、職場でのコミュ

ニケーションツールとしても役立っている。和久田麻由子アナウンサーの明るさと高

瀬耕造アナウンサーの少しとぼけたキャラクターにも親しみも感じる。「けさのクロ

ーズアップ」や「まちかど情報室」などのコーナーも勉強になる。引き続き期待して

いる。 

 

○ ここ最近、Ｅテレを視聴するようになった。「ねほりんぱほりん」など、斬新な本

音の番組もあり、おもしろい取り組みだと思う。一方で、総合テレビとの関係性や今

後のＥテレの方向性が気になった。四国は人口減少が進み、それぞれの地域がかなり

厳しい状況になっている。地域再生の鍵は住民が地元に誇りを持つことだと思うが、

そのツールとして、スポーツが重要なキーになると考えている。Ｅテレを活用し、高

校野球など地域のスポーツにもっと焦点を当ててもよいのではないか。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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